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Face to Face で
顧客との絆を深める

中
国
銀
行

　
  

宮
長
雅
人
頭
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イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

●
聞
き
手
：
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ー
ビ
ジ
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ュ
ー
シ
ョ
ン
株
式
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社　

　
　
　
　

 　
代
表
取
締
役　

澁
谷
耕
一

10
月
21
、
22
日
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
催
さ
れ
た
『
地

方
銀
行
フ
ー
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
１
３
』
は
、
２
日
間

で
１
万
人
を
超
え
る
来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。
北
海
道
か
ら

沖
縄
ま
で
、
主
催
の
地
方
銀
行
38
行
が
自
信
を
も
っ
て
推

薦
す
る
食
品
会
社
の
み
が
出
展
す
る
、
国
内
で
も
最
大
級

の
「
食
」
の
商
談
会
で
あ
る
。

開
催
初
日
に
は
、
主
催
行
で
あ
る
中
国
銀
行
の
宮
長
頭
取

が
来
場
し
、
会
場
を
視
察
さ
れ
た
。

年
を
重
ね
る
ご
と
に
進
化
す
る
商
談
会
の
様
子
を
実
際
ご

覧
に
な
っ
て
の
感
想
、
中
国
銀
行
の
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
、

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
営
業
、
創
業
・
企
業
支
援
へ
の
取
り

組
み
等
に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た
。

中国銀行より出展の瀬戸内讃岐工房様

出展社をサポートする若手行員



―
―
『
地
方
銀
行
フ
ー
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
１
３
』

に
ご
来
場
い
た
だ
い
た
感
想
・
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

【
宮
長
頭
取
】
今
回
の
フ
ー
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
当
行

と
し
て
の
参
加
は
４
回
目
で
あ
り
ま
し
た
が
、
毎
年
趣

向
を
凝
ら
し
た
こ
だ
わ
り
の
食
品
が
数
多
く
展
示
さ
れ

て
お
り
、
非
常
に
関
心
を
持
っ
て
拝
見
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
毎
年
参
加
さ
れ
て
い
る
企
業
が
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
い
う
こ
と
は
、
高
い
商
談
成
約
率
や
バ
イ
ヤ
ー
の

質
が
高
い
商
談
会
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
と
理
解
し
て
お

り
ま
す
。

　
近
年
に
お
い
て
は
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
と
の
連
携
に
よ
る

海
外
販
路
に
つ
い
て
も
力
を
入
れ
て
い
る
と
の
こ
と

で
、
海
外
バ
イ
ヤ
ー
と
の
商
談
で
は
、
海
外
に
向
け
た

商
品
開
発
な
ど
の
ヒ
ン
ト
を
得
る
場
と
し
て
も
、
お
客

様
に
と
っ
て
貴
重
な
商
談
会
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
当
行
は
原
則
、
出
展
企
業
の
担
当
者
が
、
商
談
会
を

直
接
お
手
伝
い
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
そ
の
企
業
の
商
材
・
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
つ
い

て
よ
り
深
く
理
解
し
、
取
引
先
と
の
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

さ
ら
に
強
化
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
今
後
に
お
い
て
も
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
食
品

の
発
掘
に
注
力
す
る
と
と
も
に
、
お
客
様
の
販
路
拡
大

に
つ
な
が
る
「
フ
ー
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
へ
の
参
加
を

継
続
し
て
い
く
方
針
で
す
。
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●宮長雅人（みやなが まさと）
昭和２９年９月１２日生
昭和５２年４月 中国銀行入行。
田ノ口支店長、融資管理部長、
福山支店長、取締役融資部長を
歴任し、 平成１９年６月 中国銀
行常務取締役就任。
平成２３年６月 代表取締役頭取
就任。

TOP INTERVIEW

TOP
INTERVIEW

●
フ
ー
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
2
0
1
3
に
参
加
し
て

高
い
商
談
成
約
率
や

バ
イ
ヤ
ー
の
質
の
高
さ
を
感
じ
る



―
―
貴
行
に
お
け
る
食
品
や
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
取

り
組
み
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

【
宮
長
頭
取
】
当
行
で
の
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
分
野
へ
の

取
り
組
み
と
し
て
は
、
従
来
か
ら
地
元
の
養
鶏
場
や
養

豚
場
な
ど
の
家
畜
業
者
の
方
へ
の
融
資
を
積
極
的
に

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
近
時
の
地
元
企
業
に
よ
る
異
業
種
農
業
参
入

や
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
拡
大
機
運
等
、
昨
今
の
農
業
ビ
ジ
ネ

ス
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
受
け
、
当
行
で
は
、

従
来
以
上
に
専
門
性
の
高
い
支
援
を
行
う
必
要

が
あ
る
と
考
え
、
以
前
か
ら
農
業
分
野
に
精
通

し
た
人
材
の
育
成
を
強
化
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
加
え
て
、日
本
政
策
金
融
公
庫（
旧
農
林
公
庫
）

と
の
間
で
平
成
17
年
２
月
21
日
付
「
業
務
協
力

に
関
す
る
覚
書
」
を
締
結
し
、
協
調
融
資
の
実

行
や
農
業
経
営
・
融
資
制
度
に
関
す
る
情
報
交

換
、
セ
ミ
ナ
ー
・
交
流
会
等
の
共
同
開
催
等
も

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
６
月
か
ら
は
、
営
業
統
括
部
に
専

担
部
署
を
設
置
し
、
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
取
り

組
み
を
強
化
す
る
た
め
の
支
援
体
制
を
敷
く
こ

と
と
致
し
ま
し
た
。
平
成
25
年
９
月
に
は
、
ブ

ラ
ン
ド
牛
を
担
保
に
取
得
し
た
Ａ
Ｂ
Ｌ
融
資（
在

庫
担
保
）
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
近
時
で
は
、
10
月
４
日
に
「
ち
ゅ
う

ぎ
ん
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
フ
ァ
ン
ド
」
を
創
設
し
、

融
資
に
加
え
、
出
資
に
よ
る
支
援
も
行
い
、
地

域
の
農
林
漁
業
の
活
性
化
を
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
当
フ
ァ
ン
ド
設
立
に
合
わ
せ
ま
し
て
、
平
成
25
年
11

月
22
日
に
は
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
岡
山
支
店
協
賛
の

も
と
、
６
次
産
業
化
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
支
援
す

る
こ
と
を
目
的
に
「
ち
ゅ
う
ぎ
ん
６
次
産
業
化
セ
ミ

ナ
ー
＆
交
流
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
当
セ
ミ
ナ
ー
と
交
流
会
で
は
、
先
進
農
家
に
よ
る
６

次
産
業
化
の
具
体
的
事
例
の
説
明
に
加
え
、
農
林
漁
業

者
と
商
工
業
者
の
交
流
ブ
ー
ス
や
当
地
バ
イ
ヤ
ー
と
の

特
別
商
談
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
地
域
で
の
取
引
拡
大
、

連
携
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
今
後
に
つ
い
て
も
、
外
部
機
関
と
も
積
極
的
に
連
携

し
、
資
金
調
達
の
円
滑
化
や
経
営
相
談
等
の
支
援
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
農
業
発
展
へ
の
寄
与
と
新
た

な
収
益
機
会
の
確
保
を
目
指
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
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地域開発担当

地域業務開発担当 
　県内産業ＰＲ支援・産学官連携 

地域開発案件（PFIなど）への取組み 

成長業種担当 
　成長分野向け案件の発掘、推進、支援  

　関連業界との連携 

財務開発担当 
　お取引先の財務分析を通じた　
課題抽出、コンサルティング活動 

情報センター担当 
　取引先紹介・不動産マッチング 

リレーション営業 

新規開拓・融資ＦＡ担当 
　営業店との帯同訪問 

好事例案件の浸透 
　人材育成 

地域活性化そして地域の資金需要の創造、発掘 

当行の情報力、コンサルティング力 
金融サービス力を駆使 

中国銀行 宮長雅人頭取

●
食
品
・
農
業
分
野
へ
の
取
り
組
み

農
業
分
野
に
精
通
し
た
人
材
の
育
成
を

強
化
し
て
よ
り
専
門
性
の
高
い
支
援
を



―
―
お
取
引
先
へ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
営
業
で
、
特

に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

【
宮
長
頭
取
】
平
成
25
年
６
月
に
営
業
統
括
部
内
に
地

域
開
発
チ
ー
ム
を
創
設
い
た
し
ま
し
た
。
従
来
ま
で
当

行
内
の
各
部
署
に
配
置
し
て
い
た
専
門
知
識
を
持
つ
担

当
を
、
地
域
業
務
開
発
担
当
、
成
長
業
種
担
当
、
情
報

セ
ン
タ
ー
担
当
、
財
務
開
発
担
当
、
新
規
開
拓
・
融
資

Ｆ
Ａ
担
当
と
し
て
、
１
つ
の
チ
ー
ム
に
集
約
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
各
担
当
者
の
連
結
が
密
に
な
り
、
支

店
の
み
で
は
対
応
が
難
し
か
っ
た
専
門
性
の
高
い
分
野

や
、
成
長
が
期
待
さ
れ
る
分
野
に
お
い
て
支
店
を
幅
広

く
サ
ポ
ー
ト
し
、
資
金
需
要
の
創
造
、
発
掘
か
ら
、
事

業
に
関
す
る
助
言
、
行
政
と
の
連
携
、
資
金
調
達
の
提

案
ま
で
、
従
来
よ
り
一
層
質
の
高
い
金
融
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

―
―
創
業
・
起
業
支
援
へ
の
取
り
組
み
は
、
い
か
が
で

す
か
。

【
宮
長
頭
取
】
当
行
で
は
、「
地
域
密
着
型
金
融
の
推
進

に
関
す
る
基
本
方
針
」
の
中
で
取
引
先
企
業
に
対
す
る

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
機
能
の
発
揮
の
一
つ
と
し
て
、
創

業
・
新
事
業
支
援
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
投
融
資
件
数
は
、
企
業

育
成
支
援
制
度
や
創
業
支
援
制
度
の
活
用
に
よ
り
20
件

の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　
地
元
成
長
企
業
支
援
策
と
し
て
は
、
平
成
８
年
８
月

よ
り
「
企
業
育
成
支
援
制
度
」
を
創
設
し
、
平
成
25
年

３
月
末
ま
で
の
累
計
で
、
66
件

｜

１
６
０
２
百
万
円
、

融
資
17
件

｜

５
７
９
百
万
円
の
案
件
を
取
り
上
げ
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
投
資
先
か
ら
株
式
公
開
企
業
も
誕

生
し
て
お
り
ま
す
（
累
計
６
社
）。

　
ま
た
、
平
成
12
年
に
㈱
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
と
共
同
出
資
し
て
設
立
し
た
フ
ァ
ン
ド
に
つ
い
て
も

同
様
に
地
元
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
へ
出
資
の
お
手
伝
い
を

さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
地
元
の
大
学
、
自
治
体
お
よ
び
政
府
系
金
融
機

関
と
の
連
携
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
資
金
面
と
併

せ
た
総
合
支
援
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
経
済
、
地
域
産
業
を
重
た
る
取
引
基
盤
と
し
、

地
元
企
業
の
育
成
を
使
命
と
す
る
地
方
銀
行
に
と
っ

て
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
支
援
は
積
極
的
に
対
応
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
て
お
り
、
地
域
経
済

の
活
性
化
の
た
め
に
も
引
き
続
き
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の

各
種
ニ
ー
ズ
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
25
年
４
月
８
日
に
は
、
日
本
政
策
金
融

公
庫
と「
業
務
連
携・協
力
に
関
す
る
覚
書
」を
締
結
し
、

同
日
、
連
携
金
融
機
関
の
紹
介
に
よ
る
も
の
と
し
て
は

全
国
で
初
め
て
の
挑
戦
支
援
資
本
強
化
特
例
制
度
（
資

本
性
ロ
ー
ン
）
案
件
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
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Top Interview

●
創
業
・
企
業
支
援
へ
の
取
り
組
み

積
極
的
な
支
援
策
で

投
資
先
か
ら
株
式
公
開
企
業
も
誕
生

●
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
営
業
へ
の
取
り
組
み

地
域
開
発
チ
ー
ム
を
創
設
、

質
の
高
い
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
へ

中国銀行概要

■創　　立

■資  本  金

■本店所在地

■店  舗  数

■預金残高

■貸出金残高

■有価証券残高

昭和 5 年 12 月 21 日

151 億円

岡山市北区丸の内 1 丁目 15 番 20 号

本支店 154（うち海外支店 1）
事務所 4（東京、ニューヨーク、上海、シンガポール）
出張所 8
店舗外現金自動設備 219 か所（246 台）

5 兆 4,925 億円

3 兆 4,811 億円

3 兆 240 億円

平成 25 年 3 月 31 日現在



　
首
都
圏
の
高
級
ス
ー
パ
ー
の
バ
イ
ヤ
ー
が

卸
の
担
当
セ
ー
ル
ス
と
連
れ
立
っ
て
会
場
を

廻
っ
た
。
店
舗
に
新
規
導
入
す
る
商
品
を
探

し
て
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
仕
入
れ
を
行
う
た
め

で
、
こ
の
展
示
会
に
寄
せ
る
並
々
な
ら
ぬ
期

待
感
が
伝
っ
て
く
る
。

　
今
回
の
「
地
方
銀
行
フ
ー
ド
セ
レ
ク
シ
ョ

ン
２
０
１
３
」
で
バ
イ
ヤ
ー
か
ら
引
き
合
い

の
あ
っ
た
商
品
は
、
今
の
ト
レ
ン
ド
を
捉
え

た
全
国
各
地
の
逸
品
ぞ
ろ
い
だ
。

ブ
ラ
ン
ド
の
味
を
家
庭
で
再
現
で
き
る
商
品

　
被
災
地
支
援
の
た
め
本
社
を
宮
城
県
石
巻

市
に
移
し
た
こ
と
で
も
話
題
に
な
っ
た
㈱

ホ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド

「
築
地
銀
だ
こ　

ぜ
っ
た
い
旨
い
ヒ
ミ
ツ
の

た
こ
焼
き
の
素
」は
、大
手
た
こ
焼
き
チ
ェ
ー

ン
「
築
地
銀
だ
こ
」
の
味
を
家
庭
で
手
軽
に

味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
優
れ
も
の
だ
。

　
表
面
が
パ
リ
ッ
と
中
は
ト
ロ
ッ
と
焼
き
あ

が
っ
た
、
あ
の
「
築
地
銀
だ
こ
」
が
家
庭
で

手
軽
に
再
現
で
き
る
と
あ
っ
て
、
バ
イ
ヤ
ー

と
し
て
も
見
逃
せ
な
い
商
品
の
よ
う
だ
。
天

か
す
、
青
の
り
、
紅
し
ょ
う
が
、
ソ
ー
ス
、

明
太
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
な
ど
の
材
料
も
揃
っ
て
い

て
、
売
り
場
で
の
幅
広
い
展
開
が
し
や
す
い

の
も
魅
力
だ
。

　
他
に
バ
イ
ヤ
ー
の
注
目
を
集
め
て
い
た
の

は
、
産
地
限
定
の
原
材
料
を
使
っ
た
商
品
の

数
々
だ
。

　
㈲
一
平
の「
九
州
パ
ン
ケ
ー
キ
ミ
ッ
ク
ス
」

は
、
九
州
産
小
麦
を
使
用
し
た
商
品
だ
。
農

林
水
産
省
主
催
第
一
回
地
場
も
ん
国
民
大
賞

6

バ
イ
ヤ
ー
・
卸
が

注
目
し
た
逸
品
は
？

「
国
産
」・「
産
地
限
定
」
の

「
原
材
料
１
０
０
％
使
用
」
が

商
品
選
択
の
ポ
イ
ン
ト
！

田崎　卓（たさき すぐる）
リッキービジネスソリューション株式会社
食品部門　シニアマネージャー

昭和 50 年㈱明治屋に入社以来、明治屋商
事㈱、三菱食品㈱にて 37 年間に亘り食品
流通業界に従事。平成 23 年２月からリッ
キービジネスソリューション㈱にて、地
方銀行のお取引先を中心に地域の優れた
商品の販路拡大支援を行っている。

●
地
方
銀
行
フ
ー
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
2
0
1
3

全
国
各
地
の
逸
品
を

バ
イ
ヤ
ー
目
線
で
選
択
！
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の
金
賞
に
も
選
ば
れ
た
。
大
分
県
産
小
麦
を

は
じ
め
と
し
て
、
無
農
薬
の
発
芽
玄
米
、
も

ち
き
び
、
胚
芽
押
し
麦
、
古
代
米
の
黒
米
と

赤
米
、
う
る
ち
米
、
砂
糖
、
す
べ
て
が
九
州

産
の
原
料
と
い
う
こ
だ
わ
り
よ
う
だ
。

　
「
か
り
ん
と
百
米
（
ひ
ゃ
く
べ
い
）」（
㈲

米
シ
ス
ト
庄
内
）
は
、
庄
内
産
の
米
粉

１
０
０
％
を
原
料
に
使
用
し
た
、
か
り
ん
と

う
で
あ
る
。

　

農
林
水
産
省
が
世
界
的
な
小
麦
価
格
の

高
騰
を
受
け
て
代
替
原
料
と
し
て
の
米
粉

の
増
産
支
援
に
乗
り
出
し
、
２
０
０
９
年
４

月
に
「
米
穀
の
新
用
途
へ
の
利
用
促
進
に
関

す
る
法
律
」
が
成
立
以
来
、
国
産
の
し
か
も

産
地
限
定
の
米
粉
を
使
用
し
た
商
品
開
発

が
盛
ん
だ
。

　

そ
の
他
、
九
州
か
ら
は
、
黒
に
ん
に
く

ブ
ー
ム
を
受
け
て
、
宮
崎
県
産
黒
に
ん
に
く

を
使
用
し
た
加
工
食
品
「
宮
崎
黒
に
ん
に
く

う
ま
い
か
ら
食
べ
て
み
て
」・「
宮
崎
黒
に
ん

に
く
う
ま
み
た
れ
」・「
宮
崎
黒
に
ん
に
く
う

ま
み
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
」（
㈱
籾
木
工
業
）
が

目
を
ひ
く
。

　

熊
本
県
人
吉
の
産
地
限
定
に
こ
だ
わ
っ

た
「
熊
本
県
人
吉
産
き
く
ら
げ
」・「
熊
本

県
人
吉
球
磨
産 

急
流
と
ん
が
ら
し
（
ホ
ー

ル
）」「
熊
本
県
産
一
味
と
う
が
ら
し
」（
エ

ヴ
ァ
ウ
ェ
イ
㈱
）。
い
ず
れ
も
熊
本
県
の
ゆ

る
キ
ャ
ラ
「
く
ま
モ
ン
」
の
シ
ー
ル
が
つ
い

た
熊
本
県
お
奨
め
の
商
品
だ
。

　

広
い
会
場
で
出
展
社
と
手

際
よ
く
商
談
し
な
が
ら
選
択

し
た
品
々
は
、
い
ず
れ
も
店

頭
で
消
費
者
の
注
目
を
集
め

る
で
あ
ろ
う
商
品
ば
か
り
だ
。

　
「
地
方
銀
行
フ
ー
ド
セ
レ
ク

シ
ョ
ン
２
０
１
３
」
で
多
く

の
バ
イ
ヤ
ー
の
眼
鏡
に
叶
っ

た
全
国
各
地
の
逸
品
は
、
遠

く
な
い
時
期
に
、
近
く
の
店

頭
で
も
手
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
。
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商
談
会
の
総
合
評
価
と
し
て
は
、
約
７

割
の
出
展
社
か
ら
「
非
常
に
満
足
」「
満
足
」

の
回
答
を
得
ら
れ
た
。
内
容
を
見
る
と
、

今
後
の
自
社
の
商
品
づ
く
り
や
販
売
へ
の

手
が
か
り
・
足
が
か
り
を
掴
ん
だ
こ
と
が

主
な
理
由
の
よ
う
だ
。
具
体
的
に
は
、「
会

社
・
商
品
に
対
す
る
認
知
度
向
上
」「
新
た

な
販
路
の
拡
大
」「
バ
イ
ヤ
ー
や
出
展
社
同

士
で
の
情
報
交
換
」
と
い
っ
た
点
で
効
果

を
感
じ
た
と
の
回
答
が
見
受
け
ら
れ
た
。

　
中
で
も
販
路
拡
大
に
つ
い
て
は
、
と
り

わ
け
期
待
が
大
き
い
。
出
展
社
の
間
で
は

そ
の
成
果
と
し
て
、
名
刺
交
換
数
を
一
つ

の
指
標
と
捉
え
る
と
こ
ろ
が
多
い
よ
う
だ
。

　
当
日
の
名
刺
交
換
数
は
各
社
平
均
78
枚
。

最
も
多
い
出
展
社
だ
と
、
３
５
０
枚
を
交

換
し
た
と
回
答
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

２
～
３
分
毎
に
１
枚
、
名
刺
を
交
換
し
て

い
る
計
算
に
な
る
。

　
出
展
社
が
注
目
し
て
い
る
名
刺
交
換
数

だ
が
、
実
際
ど
の
よ
う
な
効
果
を
も
た
ら

し
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
出
展
社
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
を
み

て
み
る
と
、
本
商
談
会
の
良
い
点
と
し
て

「
多
種
多
様
な
業
態
の
お
客
さ
ん
と
会
う
こ

と
が
で
き
た
」
と
い
う
回
答
が
多
く
挙
が
っ

て
い
る
。「
い
ま
ま
で
つ
き
合
い
の
な
か
っ

た
業
種
、
業
態
の
来
場
者
と
出
会
い
、
商

談
す
る
こ
と
で
、
販
路
拡
大
の
可
能
性
が

●
地
方
銀
行
フ
ー
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
2
0
1
3

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
見
る「
成
約
へ
の
道
」

ブースでのＰＲ活動について　名刺交換をした来場者数

出展社の 54.9％が 51 名以上の来場者と名刺交換をされた。「平均の名刺交換数」は、78 枚。
「当日の成約件数」は全体で 350 件、「継続商談件数」は 12,536 件であった。

満
足
の
理
由
は
、『
今
後
の
手
が
か
り
・

足
が
か
り
を
掴
め
た
』
た
め

名
刺
交
換
数
ト
ッ
プ
は
３
５
０
枚
、

平
均
は
78
枚
。
そ
の
効
果
と
は
？

1～50名
45.1%51～100名

36.3%

101～150名
9.3%

201名以上  3.0%151～200名  6.3%



広
が
っ
た
」
と
い
う
効
果
は
あ
る
よ
う
だ
。

　
商
談
継
続
数
向
上
の
た
め
に
は
、
来
場

者
と
会
っ
て
多
く
の
名
刺
を
集
め
る
こ
と

が
大
切
だ
。
し
か
し
そ
れ
だ
け
で
は
、
な

か
な
か
効
果
に
つ
な
が
り
に
く
い
場
合
も

あ
る
。　

　
自
社
商
品
の
特
性
を
も
と
に
、
想
定
す

る
市
場
や
顧
客
層
に
合
わ
せ
、
見
込
み
先

を
絞
る
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
名
刺
交
換
数
か
ら
の
見
方
が
あ
る
一
方

で
、
商
談
会
当
日
の
契
約
件
数
を
指
標
と

し
て
捉
え
る
見
方
も
あ
る
。

　
大
半
の
出
展
社
が
当
日
の
商
談
成
約
は

し
て
い
な
い
中
、
あ
の
場
で
な
ん
と
22
件

も
の
契
約
を
締
結
し
た
と
回
答
し
た
出

展
社
も
い
る
。
黒
落
花
生
を
販
売
し
て

い
る
Ｃ
社
は
、
当
日
商
談
に
時
間
が
割
か

れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
名
刺
交
換
数
も

１
２
０
枚
と
平
均
を
超
え
て
い
る
。
商
品

の
イ
ン
パ
ク
ト
、
Ｆ
Ｃ
Ｐ
シ
ー
ト
（
商
品

情
報
）
の
有
効
な
用
い
方
、
ブ
ー
ス
で
の

接
客
・
商
談
な
ど
、
差
別
化
す
る
要
素
が

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
先
の
Ｃ
社
の
よ
う
な
出
展
社
も
い
た
と

は
い
え
、
当
日
、
契
約
に
至
っ
た
出
展
社

は
全
体
の
18
％
程
度
。
残
り
の
82
％
は
商

談
会
後
に
、
改
め
て
商
談
す
る
流
れ
の
よ

う
だ
。
そ
こ
で
重
要
に
な
る
の
は
商
談
会

開
催
後
の
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
で
あ
る
。

　
商
談
会
後
の
バ
イ
ヤ
ー
か
ら
の
不
満
と

し
て
、「
出
展
社
に
連
絡
し
た
が
、
担
当
者

か
ら
の
回
答
が
な
い
」「
サ
ン
プ
ル
の
送
付

を
依
頼
し
て
も
、
送
ら
れ
て
こ
な
い
」
と

い
う
声
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

機
会
損
失
・
人
為
的
ミ
ス
を
回
避
す
る
た

め
に
、
左
記
２
点
を
心
掛
け
た
い
。

①
見
込
み
先
の
バ
イ
ヤ
ー
に
、
商
談
会
後

１
週
間
以
内
に
コ
ン
タ
ク
ト
を
と
る

②
直
後
の
対
応
を
事
前
に
準
備
し
て
お
く

　
電
話
、
メ
ー
ル
、
手
紙
等
、
ア
プ
ロ
ー

チ
の
方
法
は
出
展
社
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、

直
後
の
対
応
を
事
前
に
準
備
し
て
お
く
こ

と
で
、
そ
の
後
の
契
約
数
は
格
段
に
違
っ

て
く
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
出
展
社
と
バ
イ
ヤ
ー
の
双
方
が
商
品
納

入
に
前
向
き
に
な
っ
て
も
、
納
入
に
向
け

て
複
数
回
の
商
談
実
施
、
卸
売
会
社
へ
の

口
座
開
設
や
シ
ス
テ
ム
導
入
、
研
修
受
講

な
ど
、
地
方
の
出
展
社
の
負
担
は
決
し
て

小
さ
く
な
い
。
ま
た
、
バ
イ
ヤ
ー
が
百
貨

店
等
、一
流
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、取
引
開

始
ま
で
の
ハ
ー
ド
ル
は
想
像
以
上
に
高
い

も
の
で
あ
る
。
主
催
銀
行
が
参
加
企
業
の

実
権
者
に
、
定
期
的
に
商
談
後
の
状
況
を

照
会
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
さ
ら
な
る

販
路
拡
大
の
可
能
性
は
高
く
な
る
だ
ろ
う
。

　
取
引
開
始
ま
で
に
困
難
が
生
じ
た
際
は
、

弊
社
で
も
商
談
代
行
や
決
済
業
務
の
代
行

サ
ー
ビ
ス
も
提
供
し
て
い
る
の
で
、
ご
相

談
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
の
金
融
機
関
ド
ッ
ト
ヨ
ム
や
銀
行
員

ド
ッ
ト
コ
ム
（
弊
社
の
運
営
す
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ

ペ
ー
ジ
）
で
も
、
売
れ
る
商
品
の
ポ
イ
ン

ト
や
、
商
談
の
成
約
し
た
企
業
の
話
な
ど
、

情
報
を
掲
載
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　
開
催
後
、
商
談
を
継
続
し
て
い
る
件
数

は
、
１
社
あ
た
り
平
均
で
23
件
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
何
件
が
成
約
す
る
だ
ろ
う
か
。

一
件
で
も
多
い
実
り
を
と
願
う
。

89

地方銀行フードセレクション
ウェブページ　
http://www.food-selection.com/

リッキービジネスソリューション株式会社
担当　事業推進課
TEL 03-3282-7712  
FAX 03-3282-7714
info@food-selection.com

大
半
の
出
展
社
は
後
日
商
談

商
談
会
直
後
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を

準
備
し
て
お
き
、
早
め
の
対
応
を

商
品
納
入
ま
で
の
ハ
ー
ド
ル

●お問合せ●
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金
価
格
は
12
年
連
続
し
て
上
昇
し
た
あ

と
、
今
年
の
４
月
に
急
落
し
た
。
年
初
に
１

オ
ン
ス
＝
＄
１
７
０
０
で
あ
っ
た
金
価
格
が

＄
１
２
０
０
程
度
ま
で
急
落
し
た
の
ち
、
一

進
一
退
を
繰
り
返
し
、
11
月
末
現
在
で
は

＄
１
２
５
０
前
後
で
推
移
し
て
い
る
。　

　
金
価
格
が
長
期
的
に
上
昇
し
て
き
た
構
造
的

要
因
は
、下
記
に
あ
げ
た
７
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

①
９
・
11
テ
ロ
や
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
に

　
よ
り
、
米
ド
ル
に
対
す
る
信
頼
が
低
下

②
ユ
ー
ロ
ソ
ブ
リ
ン
危
機
に
よ
り
、“
国
債
＝

　
安
全
資
産
”
に
対
す
る
懸
念
が
生
じ
た

③
先
進
国
中
央
銀
行
の
Ｑ
Ｅ
政
策
が
も
た
ら
す

　
イ
ン
フ
レ
懸
念

④
新
興
国
中
央
銀
行
が
さ
ら
な
る
通
貨
分
散
を

　
求
め
、
外
貨
準
備
に
金
を
組
み
入
れ
始
め
た

⑤
金
と
親
和
性
の
深
い
中
国
・
イ
ン
ド
が
加
速

　
的
に
国
力
を
伸
ば
し
、
金
需
要
が
激
増
し
た

⑥
金
Ｅ
Ｔ
Ｆ
の
導
入
に
よ
り
、
機
関
投
資
家
が

　
金
投
資
す
る
際
の
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
た

⑦
金
鉱
山
生
産
量
が
ほ
ぼ
一
定
し
て
い
る
た　

め
、
増
加
が
見
込
め
な
い

　
今
年
４
月
以
降
の
金
価
格
下
落
は
、
マ
ク
ロ

経
済
指
標
を
金
価
格
決
定
の
最
大
要
因
（
上
記

１
，２
，３
）
と
考
え
る
ペ
ー
パ
ー
投
資
家
（
先

物
お
よ
び
一
部
の
金
Ｅ
Ｔ
Ｆ
投
資
家
）
が
、
米

国
経
済
指
標
の
改
善
お
よ
び
Ｆ
Ｒ
Ｂ
テ
ー
パ
リ

ン
グ
開
始
議
論
を
捉
え
、
積
極
的
に
金
売
却
に

動
い
た
こ
と
が
主
因
だ
。
一
方
、
マ
ク
ロ
経
済

動
向
に
必
ず
し
も
影
響
さ
れ
な
い
実
需
家
（
例

え
ば
、
中
国
・
イ
ン
ド
の
宝
飾
品
、
金
地
金
・

コ
イ
ン
購
入
者
）
は
、
価
格
下
落
を
購
入
機
会

と
捉
え
、
小
売
在
庫
が
欠
如
す
る
ほ
ど
の
勢
い

で
金
を
購
入
し
た
。
第
三
四
半
期
ま
で
の
統
計

を
見
る
と
、
消
費
者
に
よ
る
金
需
要
は
過
去
最

高
を
更
新
し
、
中
央
銀
行
も
継
続
し
て
金
を
購

入
し
て
い
る
。

　

こ
の
“
ペ
ー
パ
ー
投
資
家
”
vs 

“
実
需
家
”

の
対
立
構
図
は
現
在
も
続
い
て
お
り
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ

テ
ー
パ
リ
ン
グ
の
影
響
が
完
全
に
織
り
込
ま
れ

金市場激動の一年 

ワールド ゴールド カウンシル

日本代表　森田　隆大

ポートフォリオ投資における
金の役割は変化したか？

近
年
の
価
格
推
移

12
年
連
続
で
価
格
上
昇
し
て
き
た

７
つ
の
構
造
的
要
因

今
後
の
市
場
の
動
き

し
ば
ら
く
は
一
進
一
退
か

２
０
１
３
年
４
月
以
降
の

価
格
下
落
の
要
因

“
ペ
ー
パ
ー
投
資
家
” vs“
実
需
家
”
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る
ま
で
、
金
価
格
は
し
ば
ら
く
一
進
一
退
を
続

け
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
、
金
価
格
は
す
で
に
最
高
値
か
ら
３

割
以
上
下
落
し
て
お
り
、
ま
た
、
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
以
降
に
金
Ｅ
Ｔ
Ｆ
に
向
か
っ
た
逃
避

資
金
と
同
額
以
上
が
す
で
に
流
出
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
米
国
経
済
改
善
要
因
が
す
で
に
相
当

程
度
金
価
格
に
織
り
込
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。

　
ま
た
、
鉱
山
会
社
の
平
均
金
産
出
コ
ス
ト
が

近
年
上
昇
し
て
お
り
、
金
価
格
が
さ
ら
に
下
落

し
た
場
合
、
コ
ス
ト
の
高
い
鉱
山
が
減
産
・
閉

鎖
に
追
い
込
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
中
長
期

的
に
は
、
金
価
格
は
再
び
実
需
と
供
給
を
主
要

因
に
形
成
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
で
は
、
金
市
場
の
変
化
に
よ
っ
て
、
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
投
資
に
お
け
る
金
の
最
大
の
役
割
で

あ
る
分
散
投
資
効
果
が
本
質
的
に
変
化
し
た
の

か
？　
答
え
は
ノ
ー
で
あ
る
。
金
需
要
の
半
分

以
上
を
占
め
る
中
国
・
イ
ン
ド
は
、
貯
蓄
、
婚

礼
、
宗
教
行
事
用
な
ど
の
長
期
保
有
が
中
心

で
あ
り
、
中
央
銀
行
は
通
貨
分
散
が
目
的
で
あ

る
。
経
済
動
向
に
よ
っ
て
購
入
動
機
が
必
ず
し

も
影
響
さ
れ
な
い
、
こ
れ
ら
需
要
家
の
全
需
に

占
め
る
割
合
は
む
し
ろ
こ
こ
に
来
て
上
昇
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
経
済
動
向
に
影
響
を
受
け

る
多
く
の
他
資
産
（
特
に
伝
統
的
な
資
産
）
と

金
は
、
低
相
関
あ
る
い
は
逆
相
関
の
関
係
に
あ

る
。
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
お
け
る
金
の
投
資
分

散
効
果
は
、
現
在
も
維
持
さ
れ
て
い
る
。

　
金
は
テ
ー
ル
リ
ス
ク
、
通
貨
リ
ス
ク
、
イ
ン

フ
レ
リ
ス
ク
、
信
用
リ
ス
ク
、
流
動
性
リ
ス
ク

な
ど
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
・
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
も
効
果
を
発
揮
す
る
。
ま
た
、
金
価
格

は
極
め
て
透
明
性
が
高
く
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
投

入
効
果
の
説
明
や
検
証
も
容
易
で
あ
る
。
不
確

実
性
が
続
く
環
境
の
中
、
古
く
て
新
し
い
資
産

で
あ
る
金
に
注
目
を
。

金と主な資産との相関 
  

金：London PMFix、日本債券：NomuraBPI、外国債券：Citigroup WGBIexJapan、日本株式：東証株価指数、外国株式：MSCI KOKUSAI、 
新興国株式：MSCI新興国株式指数、コモディティ：S&P GSCI、リーマンショク前：2008/10以前の58カ月。リーマンショック後：
2008/10以降の58カ月 
Data Source: Bloomberg,World Gold Council 

-0.2

-0.1

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

リーマンショック前 リーマンショク後

1 

リーマンショック前 リーマンショック後

リーマンショック前

他
資
産
と
異
な
る
動
き
を
す
る
金

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
投
資

に
お
け
る
役
割
と
は



1213

　

稲
盛
和
夫
が
会
社
更
生
法
の
適
用
を
申
請
し
た

J
A
L
の
会
長
に
な
っ
た
の
は
、
2
0
1
0
年
２
月
１

日
。
そ
こ
か
ら
2
0
1
3
年
３
月
31
日
ま
で
を
日
数
で

表
せ
ば
1
1
5
5
日
に
な
る
。
国
策
企
業
と
し
て
産

声
を
上
げ
、
常
に
国
の
庇
護
の
下
に
置
か
れ
、
官
僚
や

政
治
家
に
振
り
回
さ
れ
て
い
た
J
A
L
。
８
つ
の
労
働

組
合
を
抱
え
、
年
収
3
0
0
0
万
円
を
超
え
る
パ
イ

ロ
ッ
ト
が
な
お
、
待
遇
改
善
を
求
め
て
き
た
J
A
L
。

赤
字
と
リ
ス
ト
ラ
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
問
題
を
先
送

り
し
て
き
た
J
A
L
。「
誰
が
や
っ
て
も
立
て
直
せ
な

い
」
と
言
わ
れ
た
J
A
L
に
、
稲
盛
は
た
っ
た
３
人

の
腹
心
を
連
れ
て
飛
び
込
ん
だ
。

　
そ
れ
か
ら
1
1
5
5
日
間
。
稲
盛
は
J
A
L
に
大

手
術
を
施
し
た
。

　
稲
盛
は
、
専
門
家
が
「
実
現
不
可
能
」
と
烙
印
を
押

し
た
更
生
計
画
を
完
遂
し
、
過
去
最
高
の
営
業
利
益
を

叩
き
出
し
、
株
式
の
再
上
場
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
稲
盛
は
、

半
世
紀
に
わ
た
る
経
営
者
人
生
で
蓄
積
し
た
知
識
、
経

験
、
哲
学
の
す
べ
て
を
動
員
し
、
経
営
破
綻
で
自
信
を

喪
失
し
た
３
万
2
0
0
0
人
の
エ
リ
ー
ト
集
団
に
「
生

き
る
力
」
を
植
え
つ
け
た
。

　
稲
盛
は
こ
れ
ま
で
の
記
者
会
見
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
、
３
つ
の
大
義
を
挙
げ
て
い
る
。
２
万
人
近
く
の
人

員
削
減
を
実
施
し
た
後
に
残
っ
た
３
万
2
0
0
0
人

の
雇
用
を
守
る
こ
と
。
日
本
の
航
空
業
界
の
大
手
が
全

日
本
空
輸
（
A
N
A
）
１
社
と
な
り
、
健
全
な
競
争
が

な
い
独
占
状
態
に
陥
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
。
J
A
L
の

再
生
失
敗
が
与
え
る
日
本
経
済
へ
の
悪
影
響
を
食
い
止

め
る
こ
と
。

　
し
か
し
、
稲
盛
に
は
も
っ
と
大
き
な
狙
い
が
あ
っ
た
。

そ
れ
は
日
本
と
い
う
国
に
、
経
営
者
と
し
て
の
ラ
ス
ト・

メ
ッ
セ
ー
ジ
、
つ
ま
り
は
遺
言
を
遺
す
こ
と
だ
っ
た
。

稲
盛
は
言
う
。「『
腐
っ
た
J
A
L
』
を
立
て
直
せ
ば
、

苦
境
に
陥
っ
て
い
る
す
べ
て
の
日
本
企
業
が
『
J
A
L

に
で
き
る
の
な
ら
ば
俺
た
ち
に
も
で
き
る
は
ず
』
と
奮

い
立
っ
て
く
れ
る
。
そ
こ
か
ら
日
本
を
変
え
ら
れ
る
。

そ
う
思
っ
た
の
で
す
」

　

稲
盛
が
J
A
L
に
乗
り
込
ん
だ
最
初
の
2
0
0

日
。
そ
れ
は
「
会
社
と
は
こ
う
い
う
も
の
だ
」
と
い

う
J
A
L
役
員
の
既
成
概
念
と
、「
会
社
は
か
く
あ
る

べ
し
」
と
い
う
稲
盛
の
哲
学
が
ぶ
つ
か
り
合
っ
た
期
間

だ
っ
た
。稲
盛
は
J
A
L
の
役
員
と
激
し
く
激
突
し
た
。

だ
が
J
A
L
の
社
員
に
対
し
て
は
、
稲
盛
は
全
く
別

の
顔
を
見
せ
て
い
た
。

　
J
A
L
に
着
任
し
た
2
0
1
0
年
２
月
１
日
。
稲

盛
は
、
幹
部
社
員
2
0
0
人
を
集
め
話
を
し
た
。

　
「
会
社
の
経
営
の
目
的
と
は
何
で
し
ょ
う
。
利
益
を

上
げ
る
、
顧
客
に
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
届
け
る
。
い
ろ
い

ろ
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
私
は
経
営
の
一
番
の
目
的
は
社

員
の
幸
福
の
追
求
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

経
営
情
報
は
す
べ
て
社
員
に
オ
ー
プ
ン
に
し
ま
す
」。

　
「
全
従
業
員
の
物
心
両
面
の
幸
福
の
追
求
」
は
、
稲
盛

が
京
セ
ラ
の
創
業
期
に
定
め
た
経
営
理
念
で
あ
る
。

　
経
営
に
関
わ
る
数
字
を
社
員
に
教
え
れ
ば
、
組
合
に

情
報
が
流
れ
、
争
議
の
材
料
に
さ
れ
る
。「
寄
ら
し
む
べ

し
、
知
ら
し
む
べ
か
ら
ず
」
が
、
J
A
L
経
営
陣
の
習

い
性
に
な
っ
て
い
た
。
稲
盛
の
ア
メ
ー
バ
経
営
は
そ
の

対
極
に
あ
る
。
数
千
、
数
万
人
の
会
社
を
何
百
も
の
小

集
団（
ア
メ
ー
バ
）に
分
け
、そ
れ
ぞ
れ
の
小
集
団
が「
今

日
は
儲
か
っ
た
の
か
、
損
を
し
た
の
か
」
を
一
目
で
分

　

日
本
の
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
・
キ
ャ
リ
ア
と
し
て
君

臨
し
て
き
た
日
本
航
空
（
J
A
L
）
は
、
2
0
1
0

年
１
月
、
会
社
更
生
法
の
適
用
を
申
請
し
、
破
綻
し

た
。
当
時
の
民
主
党
政
権
か
ら
依
頼
を
受
け
、
同

社
再
生
の
舵
取
り
を
任
さ
れ
た
の
が
、
稲
盛
和
夫
氏

だ
っ
た
。
京
セ
ラ
、
第
二
電
電
（
現
・
K
D
D
I
）

の
創
業
者
で
あ
り
、
日
本
を
代
表
す
る
実
業
家
の
一

人
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
後
の
約
３
年
間
で
J
A
L

は
見
事
に
V
字
回
復
を
果
た
し
、
株
式
再
上
場
に

ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
。
本
書
で
は
、
と
う
て
い
不
可

能
と
思
わ
れ
た
J
A
L
再
生
に
挑
ん
だ
稲
盛
氏
の

“
闘
い
”
を
追
う
。
同
氏
は
、
経
営
者
人
生
の
中

で
培
わ
れ
た
手
腕
を
、「
利
他
の
心
」
な
ど
の
フ
ィ

ロ
ソ
フ
ィ
の
浸
透
、
ア
メ
ー
バ
経
営
の
導
入
な
ど
の

か
た
ち
で
い
か
ん
な
く
発
揮
。
半
官
半
民
で
責
任
不

在
の
官
僚
的
組
織
を
、「
燃
え
る
集
団
」
に
変
え
た

の
で
あ
る
。
著
者
は
日
本
経
済
新
聞
社
産
業
部
編
集

委
員
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
鉄
鋼
、
自
動
車
、
商
社
、

電
機
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
な
ど
の
業
界
を
担
当

し
て
い
る
。

知
識
、
経
験
、
哲
学

す
べ
て
を
動
員
し
て
再
生
に
挑
む

全
従
業
員
の
幸
福
の
た
め
に

正
し
い
情
報
を
伝
え
る

稲盛和夫最後の闘い
JAL 再生にかけた経営者人生

大西 康之 著
日本経済新聞出版社
2013/07　232p　1,680 円
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か
る
よ
う
に
す
る
の
が
ア
メ
ー
バ
経
営
の
要
諦
で
あ
る
。

正
し
い
情
報
を
伝
え
る
こ
と
で
、
現
場
は
上
か
ら
の
指

示
を
待
た
ず
、
自
分
で
考
え
て
正
し
い
行
動
を
起
こ
す

よ
う
に
な
る
。「
知
ら
し
む
」
こ
と
が
稲
盛
経
営
の
第
一

歩
な
の
だ
。

　
稲
盛
は
J
A
L
労
組
の
中
で
も
強
行
派
で
知
ら
れ
る

「
機
長
組
合
」
や
「
乗
員
組
合
」
の
組
合
員
で
あ
る
パ
イ

ロ
ッ
ト
を
集
め
、
そ
こ
で
経
営
の
実
態
を
正
直
に
話
し

た
。「
運
航
乗
務
員
の
組
合
が
強
い
と
い
う
話
は
聞
い
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
会
社
が
一
度
、
倒
産
し
、
法
的
整

理
を
受
け
て
、
そ
こ
か
ら
立
ち
上
が
ら
な
け
れ
ば
な
ら

ん
わ
け
で
す
。
彼
ら
と
て
、
生
き
残
り
た
い
、
と
い
う

気
持
ち
は
同
じ
は
ず
。
だ
か
ら
予
見
を
捨
て
、
策
を
弄

さ
ず
、
真
実
を
話
し
た
の
で
す
」
と
稲
盛
は
言
う
。

　
J
A
L
は
更
生
計
画
に
従
っ
て
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
人
件

費
を
約
４
割
カ
ッ
ト
し
た
。
し
か
し
労
組
が
暴
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。

「
１
人
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
育
て
る
に
は
、
１
億
円
近
く
の

お
金
が
か
か
る
そ
う
で
す
。
そ
れ
だ
け
の
こ
と
を
会
社

に
し
て
も
ら
っ
た
彼
ら
は
、
本
来
、
会
社
に
感
謝
す
べ

き
で
あ
り
、
自
分
の
権
利
ば
か
り
を
主
張
す
る
の
は
人

間
と
し
て
お
か
し
い
。
そ
う
い
う
私
の
思
い
が
、
彼
ら

に
伝
わ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」。

　
あ
り
の
ま
ま
の
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
社
員
は

経
営
者
の
マ
イ
ン
ド
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
そ
う
な
れ

ば
、
組
織
は
上
か
ら
の
指
示
で
は
な
く
、
現
場
の
意
思

で
動
く
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
が
稲
盛
の
言
う
「
燃
え
る

集
団
」
で
あ
る
。

　
事
業
再
生
の
実
務
家
集
団
で
あ
る
企
業
再
生
支
援
機

構
は「
外
科
医
」で
あ
る
。
病
ん
だ
企
業
の
病
巣
を
探
り
、

手
術
で
摘
出
す
る
。
そ
の
間
、
患
者
の
生
命
を
維
持
す

る
た
め
の
輸
血
（
資
本
注
入
）
も
す
る
。
だ
が
、
外
科

手
術
が
成
功
し
て
も
、
患
者
が
術
後
に
不
摂
生
を
続
け

た
の
で
は
、
病
気
は
再
発
す
る
。
再
発
を
防
止
す
る
に

は
患
者
が
食
事
な
ど
の
生
活
習
慣
を
正
し
、
定
期
的
な

健
康
診
断
を
欠
か
さ
な
い
こ
と
が
必
要
だ
。
そ
の
た
め

に
は
ま
ず
、
本
人
の
意
識
を
変
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　
J
A
L
再
生
で
は
社
員
に
前
を
向
か
せ
、
生
き
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
植
え
つ
け
る
リ
ー
ダ
ー
が
必
要
だ
っ
た
。

そ
れ
が
で
き
る
の
は
「
外
科
医
」
で
は
な
く
、「
内
科
医
」

「
セ
ラ
ピ
ス
ト
」「
漢
方
医
」
の
稲
盛
だ
っ
た
。

　
J
A
L
で
稲
盛
は
役
員
・
社
員
の
心
を
育
て
る
こ
と

に
、
膨
大
な
時
間
を
費
や
し
た
。
組
織
や
制
度
を
作
っ

た
り
、
第
三
者
機
関
を
使
っ
た
り
す
る
外
科
治
療
の
施

術
は
目
に
見
え
る
が
、
心
を
育
て
る
内
科
治
療
は
見
え

に
く
い
。見
え
に
く
い
か
ら「
不
公
平
だ
」「
ま
や
か
し
だ
」

と
い
う
誤
解
が
生
ま
れ
た
。
し
か
し
、
J
A
L
と
い
う

重
篤
な
病
人
に
対
し
て
稲
盛
の
内
科
治
療
が
有
効
だ
っ

た
事
実
は
、
J
A
L
の
業
績
回
復
が
証
明
し
て
い
る
。

　
稲
盛
に
請
わ
れ
、
会
長
補
佐
（
後
に
副
社
長
）
と
し

て
J
A
L
に
乗
り
込
ん
だ
K
C
C
S
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
長
の
森
田
直
行
は
稲
盛
が
編
み

出
し
た
部
門
別
採
算
制
度
（
ア
メ
ー
バ
経
営
）
の
伝
道

師
だ
。
こ
れ
ま
で
国
内
を
中
心
に
約
4
5
0
社
に
ア

メ
ー
バ
経
営
を
移
植
し
て
き
た
。

　

製
造
業
の
京
セ
ラ
で
生
ま
れ
た
ア
メ
ー
バ
経
営
を

J
A
L
に
移
植
す
る
の
は
、
予
想
通
り
の
難
事
業
だ
っ

た
。「
利
益
よ
り
安
全
を
優
先
す
る
」「
公
共
交
通
機
関

だ
か
ら
赤
字
路
線
で
も
飛
ば
す
」
こ
う
し
た
公
社
的
な

価
値
観
に
支
配
さ
れ
た
J
A
L
に
は
、
中
枢
の
経
営
企

画
が
作
っ
た
予
算
を
、
各
部
門
は
「
消
化
す
る
」
習
慣

が
染
み
付
い
て
い
た
。
外
部
環
境
が
変
わ
っ
て
、
変
化

に
対
応
で
き
ず
赤
字
に
な
る
が
、
誰
も
責
任
を
と
ら
な

い
ま
ま
、
損
失
が
膨
ら
む
構
造
に
な
っ
て
い
た
。

　
森
田
と
稲
盛
は
、半
年
近
く
か
け
て
J
A
L
の
幹
部・

社
員
と
話
し
合
い
、納
得
ず
く
の
組
織
を
設
計
し
て
い
っ

た
。
ア
メ
ー
バ
経
営
を
実
行
す
る
た
め
の
新
体
制
が
出

来
上
が
っ
た
の
は
2
0
1
0
年
12
月
。
稲
盛
た
ち
が

J
A
L
に
乗
り
込
ん
で
か
ら
10
カ
月
後
の
こ
と
で
あ
る
。

　
導
入
後
の
１
年
間
は
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
出
た
。
だ

が
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
す
う
ち
に
、
や
が
て
J
A
L
版

の
部
門
別
採
算
制
度
が
軌
道
に
乗
っ
た
。
各
部
門
の
採

算
は
み
る
み
る
改
善
し
始
め
た
。

　
管
理
会
計
で
コ
ス
ト
を
削
る
の
が
ア
メ
ー
バ
経
営
の

第
一
の
効
能
だ
が
、
普
通
の
リ
ス
ト
ラ
で
コ
ス
ト
を
削

れ
ば
社
員
の
士
気
は
低
下
す
る
。
だ
が
ア
メ
ー
バ
経
営

の
場
合
、
経
費
を
削
っ
て
い
る
の
に
社
員
の
士
気
が
上

が
る
。
現
・
会
長
の
大
西
賢
は
こ
う
説
明
す
る
。

「
サ
ッ
カ
ー
で
も
、
試
合
が
終
わ
っ
た
２
カ
月
後
に
『
君

た
ち
実
は
勝
っ
て
い
た
ん
だ
よ
』
と
言
わ
れ
て
も
、ち
っ

と
も
燃
え
な
い
で
し
ょ
。
試
合
中
、
点
差
も
残
り
時
間

も
分
か
ら
な
い
の
に
、
頑
張
れ
ま
す
か
？　
ア
メ
ー
バ

経
営
は
３
万
人
を
10
人
ず
つ
の
チ
ー
ム
に
分
け
て
、
そ

の
チ
ー
ム
の
勝
敗
が
月
末
に
ち
ゃ
ん
と
分
か
る
仕
組
み

で
す
。
す
る
と
『
や
っ
た
あ
』『
残
念
だ
っ
た
』
と
社
員

が
一
喜
一
憂
す
る
よ
う
に
な
る
。
か
つ
て
J
A
L
は
泣

き
も
笑
い
も
し
な
い
組
織
で
し
た
が
、
ア
メ
ー
バ
経
営

で
『
生
き
て
い
る
会
社
』
に
な
っ
た
」

ダイジェスト提供：株式会社情報工場

生
き
る
力
を
植
え
付
け
る
の
は

外
科
医
で
な
く
内
科
医

コ
ス
ト
を
削
っ
て
も

社
員
の
士
気
が
上
が
る
仕
組
み

　あらゆる組織にとって、その構成員が「思考
停止」に陥ることがもっとも危険なのではない
だろうか。強固な上下関係や決まりきったルー
チンなど、官僚的な風土のなかでは、人はたや
すく思考停止になってしまう。稲盛氏が JAL 再
生で行ったのは、思考停止を極力排し、経営陣・
従業員全員が “ 考える ” ための装置（アメーバ
経営）と、ものの考え方（フィロソフィ）を提
供したこと。上から命令し引っ張り上げるので
はなく、下から火をつけ、煽ることで社員たち
に考える習慣をもたせたことが最大の成功要因
だと思う。

検索情報工場
“新しい発見”と“ひらめき”を体験する
 3,000 字ダイジェスト配信サービス

すべてのビジネスパーソンに良書との出会いを　　。

www.joho-kojo.com

AFP= 時事
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財
務
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
（
以
下
「
財
務
コ

ン
サ
ル
」）
と
は
、
経
営
資
源
「
ヒ
ト
・
モ
ノ
・

カ
ネ
」
の
う
ち
、「
カ
ネ
」
の
部
分
に
重
点
を

置
い
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
で
あ
る
。今
回
は
、

弊
社
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
、
財
務
コ
ン
サ
ル
導

入
の
意
義
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

●
財
務
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と
は

　
「
数
値
」
と
い
う
共
通
の
も
の
さ
し
に
よ
り
、
経

営
を
俯
瞰
し
、
現
状
把
握
を
す
る
。
そ
こ
か
ら
経

営
課
題
を
明
ら
か
に
し
、「
課
題
解
決
の
シ
ナ
リ
オ
」

を
策
定
す
る
。
そ
し
て
、
策
定
し
た
シ
ナ
リ
オ
の

達
成
に
向
け
、
各
種
の
経
営
改
善
支
援
を
、
経
営

企
画
ス
タ
ッ
フ
の
立
場
で
行
う
。
こ
の
現
状
把
握

か
ら
経
営
改
善
支
援
の
実
行
ま
で
が
、
財
務
コ
ン

サ
ル
の
仕
事
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
経
営
改
善
支

援
と
は
具
体
的
に
は
、
経
営
管
理
サ
イ
ク
ル
の
定

着
化
、組
織
活
性
化
、銀
行
対
応
等
を
指
し
て
い
る
。

●『
あ
た
り
ま
え
経
営
』

―
中
小
企
業
向
け
経
済
改
善
支
援

　
中
堅
中
小
企
業（
以
下「
中
小
企
業
」）向
け
の「
経

営
改
善
支
援
」
を
行
う
上
で
、
最
も
必
要
と
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、『
あ
た
り
ま
え
経

営
』
を
実
践
で
き
る
環
境
の
整
備
を
す
る
こ
と
だ
。

『
あ
た
り
ま
え
経
営
』
と
は
、

①
経
営
課
題
を
的
確
に
把
握
し
、

②
解
決
の
優
先
順
位
を
定
め
、

③
解
決
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、

④
そ
の
内
容
を
実
行
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
文
字
通
り
、
ご
く
「
当
た
り
前
」
の
経

営
管
理
の
流
れ
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
で
経
営

を
実
践
し
て
い
て
業
績
が
低
迷
し
て
い
る
企
業
を
、

『
あ
た
り
ま
え
経
営
』が

実
践
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
に

●
財
務
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
意
義

杉
山 

尚
史

リ
ッ
キ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

財
務
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
部
長

　
平
成
５
年
に
第
一
勧
業
銀
行
（
現
み
ず
ほ
銀
行
）
に
入
行
後
、

都
内
・
関
東
・
関
西
圏
の
店
舗
で
法
人
融
資
業
務
に
従
事
。
中

小
企
業
か
ら
上
場
企
業
ま
で
あ
ら
ゆ
る
規
模
・
業
種
の
法
人
を

担
当
、
法
人
新
規
開
拓
か
ら
不
良
債
権
管
理
ま
で
幅
広
い
業
務

を
経
験
。
平
成
18
年
10
月 

リ
ッ
キ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
入
社
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殆
ど
見
た
こ
と
が
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の

取
り
組
み
が
で
き
る
中
小
企
業
は
、
非
常
に
少
な

い
。
そ
の
た
め
、
実
践
で
き
れ
ば
、
れ
っ
き
と
し

た
自
社
の
強
み
と
な
る
。
で
は
な
ぜ
、
当
た
り
前

の
経
営
管
理
プ
ロ
セ
ス
を
実
行
で
き
な
い
状
況
に

陥
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

●「
真
の
経
営
者
」が
必
要
な
時
代

　

ラ
イ
バ
ル
企
業
と
の
競
争
激
化
、
価
値
観
が
多

様
化
す
る
従
業
員
の
管
理
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

対
応
な
ど
、
経
営
課
題
は
増
加
し
、
ま
た
複
雑
化

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
業
環
境
の
変
化
か
ら
、

経
営
者
の
能
力（
ス
キ
ル・精
神
力・リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
）
は
高
い
も
の
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
経
営
者

の
能
力
を
兼
ね
備
え
た
人
物
を
「
真
の
経
営
者
」

と
よ
ぶ
。
か
つ
て
は
こ
の
「
真
の
経
営
者
」
が
不

在
で
も
な
ん
と
か
や
っ
て
い
け
た
時
代
が
あ
っ
た
。

し
か
し
時
代
は
刻
々
と
変
化
し
て
お
り
、
そ
れ
故

に
、
経
営
者
と
一
体
と
な
り
課
題
解
決
を
す
る
、

企
業
参
謀
的
な
人
材
の
存
在
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

た
だ
し
こ
う
し
た
人
材
が
、
中
小
企
業
に
は
滅
多

に
い
な
い
。
そ
う
し
た
マ
ン
パ
ワ
ー
が
不
足
す
る

企
業
に
望
み
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
？

　
現
実
的
に
、
上
記
の
よ
う
な
条
件
下
で
も
、『
あ

た
り
ま
え
経
営
』
を
実
行
し
、
毎
期
確
実
に
良
好

な
業
績
を
あ
げ
る
企
業
が
存
在
す
る
。
経
営
環
境

（
外
部
環
境
）
や
経
営
資
源
（
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ

ネ
）
の
状
況
に
は
、
ど
の
中
小
企
業
も
大
差
は
な

い
。
違
い
は
、外
部
人
材
（
専
門
家・コ
ン
サ
ル
等
）

を
う
ま
く
活
用
し
て
社
内
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て

い
る
点
だ
。

●「
財
務
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
」の
導
入
意
義

　
経
営
改
善
の
２
大
テ
ー
マ
は「
損
益
改
善
」と「
資

金
繰
り
改
善
」
で
あ
る
。
前
者
は
会
社
独
自
で
の

取
り
組
み
が
比
較
的
容
易
で
あ
る
。
し
か
し
、
後

者
は
銀
行
と
の
調
整
が
必
要
で
あ
り
、
会
社
単
独

の
取
り
組
み
は
難
し
い
。
銀
行
に
対
し
借
入
条
件

変
更
（
リ
ス
ケ
）
の
協
力
を
要
請
し
、
新
た
な
返

済
計
画
に
つ
い
て
、
全
行
の
合
意
を
得
る
た
め
に

は
、
知
識
や
ス
キ
ル
に
加
え
、
精
神
的
な
強
さ
も

求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
多
大
な
労
力
を
要
す
。
そ

こ
で
、
財
務
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
の
よ
う
な

銀
行
取
引
に
熟
知
し
た
中
立
的
な
人
間
が
求
め
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

　

金
融
円
滑
化
法
の
利
用
企
業
数
は
、
推
定
30
～

40
万
社
。
う
ち
、
倒
産
予
備
軍
は
5
万
社
前
後
と

言
わ
れ
て
い
る
。
根
本
的
な
再
生
を
果
た
し
た
企

業
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
り
、
経
営
改
善
を
必
要
と

す
る
企
業
数
は
相
当
数
に
の
ぼ
る
。
経
営
改
善
を

必
要
と
す
る
会
社
は
、
身
近
に
銀
行
取
引
に
熟
知

し
た
「
外
部
専
門
家
」
や
「
財
務
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
会
社
」
が
あ
れ
ば
必
要
に
応
じ
て
活
用
す
る
こ

と
を
お
勧
め
し
た
い
。

。 

中小企業の資金繰り改善には 
 

間接金融（銀行取引）を熟知した「財務コンサルタントの活用」を！ 

ＣＦ管理 

ＰＬ・ＢＳ 
管理  

資金運用 

間接金融 

直接金融 

その他 

経営 
とは 

事業マネジメント 
（何を） 

組織マネジメント 
（どうやる） 

「ヒト」 
「情報」 

「モノ」 

「カネ」 

資金調達 

（Ｐ） 
計画 

（Ｄ） 
実施 

財務マネジメントの領域 
（＝資金繰り管理） 

（Ｃ） 
確認 

（Ａ） 
対策 
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経
済
同
友
会
を
母
体
と
し
、
ア
セ
ア
ン
各
国

と
日
本
の
民
間
企
業
を
結
び
付
け
、
互
い
に
協

力
、
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
設
立
さ

れ
た
日
本
ア
ジ
ア
投
資
。

　
設
立
か
ら
既
に
30
年
以
上
の
月
日
が
経
ち
、

ビ
ジ
ネ
ス
を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変
わ
っ

た
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
最
近
力
を
入
れ
て
い
る

投
資
先
の
国
に
つ
い
て
訊
い
て
み
た
。

　
「
も
と
も
と
日
本
ア
セ
ア
ン
投
資
と
い
う
名
前

で
ス
タ
ー
ト
し
た
会
社
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

タ
イ
、マ
レ
ー
シ
ア
、フ
ィ
リ
ピ
ン
、シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
ア
セ
ア
ン
諸
国
に
投
資
実

績
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
こ
数
年
重
点
的

に
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
中
国
で
す
。
や
は
り
、

中
国
の
経
済
規
模
、
資
金
力
、
消
費
市
場
の
大

き
さ
は
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
他
の
国
と
は
桁
外

れ
で
看
過
で
き
ま
せ
ん
。
実
は
、
中
国
へ
の
投

資
は
昔
か
ら
香
港
を
ベ
ー
ス
に
行
っ
て
は
い
た

の
で
す
が
、
そ
れ
で
は
中
国
国
内
で
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
築
け
な
い
の
で
、
今
は
直
接
投
資
し

て
い
ま
す
。
既
に
、北
京
、上
海
、瀋
陽
、天
津
、

蘇
州
な
ど
で
中
国
の
地
方
政
府
や
大
手
企
業
と

組
ん
で
、
フ
ァ
ン
ド
を
運
用
し
て
い
ま
す
」。

　
「
投
資
先
は
主
に
中
国
企
業
で
す
。
た
だ
単
純

に
中
国
企
業
に
投
資
を
し
よ
う
と
し
て
も
、
地

元
の
人
脈
に
勝
て
な
い
の
で
、
当
社
で
は
日
本

企
業
を
絡
め
た
投
資
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。

日
本
企
業
の
技
術
を
欲
し
が
っ
て
い
る
企
業
は

多
い
の
で
、
提
携
を
持
ち
掛
け
た
り
し
な
が
ら

投
資
機
会
を
探
す
や
り
方
を
し
て
い
ま
す
」。

　
中
国
の
地
方
政
府
か
ら
は
、
日
本
企
業
の
誘

致
も
期
待
さ
れ
、
そ
ち
ら
も
積
極
的
に
手
掛
け

ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
ん
な
分
野
の

企
業
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
の
だ
ろ
う
か
？

　
「
ま
ず
は
、
環
境
技
術
。
環
境
技
術
に
関
し
て

は
、
中
央
政
府
の
５
ヵ
年
計
画
に
も
《
環
境
に

や
さ
し
い
経
済
発
展
》
が
謳
わ
れ
て
い
て
、
全

国
的
な
関
心
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
で

は
、
介
護
、
ア
ニ
メ
、
コ
ン
テ
ン
ツ
、
あ
と
は

食
品
な
ん
か
も
ニ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
ね
。
日
本

の
食
品
は
信
頼
度
が
非
常
に
高
く
て
、
富
裕
層

ア
セ
ア
ン
、そ
し
て
中
国
へ
の
進
出
を
狙
う

さ
ら
な
る
飛
躍
の
た
め
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
応
援
し
ま
す
！

日本アジア投資アジア経営者連合会 会員企業

細窪 政 社長

経
済
同
友
会
参
画
企
業
の
出
資
で
設
立
さ
れ
、

日
本
企
業
と
ア
セ
ア
ン
企
業
の
協
力
体
制
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る

ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
し
て
設
立
さ
れ
た
日
本
ア
ジ
ア
投
資
。

時
代
の
変
化
と
と
も
に
、重
点
投
資
先
を
変
え
な
が
ら
も
、

日
本
企
業
と
ア
ジ
ア
を
結
ぶ
架
け
橋
と
し
て
の
役
割
を
担
う

ア
セ
ア
ン
、そ
し
て
中
国
か
ら
送
ら
れ
て
い
る

日
本
企
業
へ
の
期
待
に
つ
い
て
、生
の
声
を
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

ア
セ
ア
ン
か
ら
中
国
へ
重
点
を

シ
フ
ト
！　
日
本
の
民
間
企
業
と

中
国
の
経
済
協
力
を
積
極
的
に
推
進



を
中
心
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
大
き
い
よ
う
で
す
」。

　
日
本
の
ニ
ュ
ー
ス
で
は
、
中
国
経
済
の
減
速

が
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
細
窪
社
長
に
よ
る
と
、

「
今
、
中
国
に
は
お
金
が
溢
れ
て
い
る
」
と
の
こ

と
で
、
日
本
企
業
に
は
中
国
か
ら
ま
だ
ま
だ
熱

い
視
線
が
投
げ
か
け
ら
れ
そ
う
だ
。

　
日
本
ア
ジ
ア
投
資
と
い
う
社
名
か
ら
、
ア
ジ

ア
の
国
の
企
業
向
け
の
投
資
に
特
化
し
て
い
る

の
か
と
思
い
が
ち
だ
が
、
そ
れ
は
誤
解
だ
っ
た

よ
う
だ
。

　
「
当
社
は
創
立
以
来
、
累
計
約
３
０
０
０
億

円
の
投
資
を
行
っ
て
来
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、

２
０
０
０
億
円
弱
が
日
本
企
業
に
対
す
る
投
資

で
す
。
設
立
以
来
の
ア
ジ
ア
で
の
実
績
と
、
日

本
で
の
投
資
経
験
を
活
か
し
て
、
最
近
で
は
中

核
業
務
に
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
で
活
躍
す
る
会
社

へ
の
投
資
を
掲
げ
、
ア
ジ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
を
当
社

と
一
緒
に
展
開
す
る
企
業
に
重
点
を
置
い
て
い

ま
す
」。

　
今
後
投
資
対
象
と
し
た
い
の
は
、
ど
う
い
う

企
業
か
訊
い
て
み
た
と
こ
ろ
、
こ
ん
な
答
え
が

返
っ
て
き
た
。

　
「
日
本
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
だ
け
だ
と
ち
ょ
っ
と
伸

び
悩
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
、
そ

ん
な
会
社
が
一
番
良
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
企

業
ス
テ
ー
ジ
に
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
で
そ
こ
そ

こ
地
盤
も
で
き
つ
つ
あ
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
こ

の
ま
ま
で
は
伸
び
な
い
な
と
い
う
こ
と
で
、
海

外
へ
行
っ
て
み
よ
う
い
う
意
欲
の
あ
る
企
業
に

興
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。事
業
の
飛
躍
の
ス
テ
ッ

プ
と
し
て
ア
ジ
ア
進
出
を
考
え
て
い
る
企
業
が

あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
ね
」。

　
も
ち
ろ
ん
意
欲
さ
え
あ
れ
ば
良
い
訳
で
は
な

く
、
業
種
に
よ
っ
て
も
向
き
不
向
き
が
あ
る
と

い
う
。

　
「
現
地
に
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
ど
う
か
は
、
非
常

に
重
要
で
す
。
こ
こ
最
近
の
ア
ジ
ア
の
国
で
は
、

も
う
日
本
と
変
わ
ら
な
い
消
費
水
準
に
達
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は

日
本
よ
り
お
金
持
ち
が
一
杯
い
て
、
贅
沢
な
暮

ら
し
を
し
て
い
る
人
が
い
る
国
も
あ
り
ま
す
。

そ
う
い
う
国
で
な
ら
日
本
な
ら
で
は
の
サ
ー
ビ

ス
も
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
」。

　
国
内
で
は
、
医
療
、
バ
イ
オ
、
老
人
介
護
な

ど
に
一
層
力
を
入
れ
て
い
く
ほ
か
、
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
の
成
長
戦
略
に
も
盛
り
込
ま
れ
た
Ｐ
Ｆ
Ｉ

な
ど
も
今
後
積
極
的
に
手
掛
け
て
い
く
予
定
だ

そ
う
だ
。

　
こ
れ
ま
で
何
千
何
百
と
い
う
企
業
を
見
て
き

た
細
窪
社
長
に
、
こ
れ
か
ら
ア
ジ
ア
に
進
出
し

よ
う
と
考
え
て
い
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
へ
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
お
願
い
し
て
み
た
。

　
「
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
場
合
、
社
長
一
人
で

動
い
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
で
す
ね
。
意
志
決

定
が
早
い
の
は
い
い
の
で
す
が
、
あ
と
を
フ
ォ

ロ
ー
す
る
人
材
が
不
足
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ

て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
規
模
が
そ
ん
な
に
大
き

く
な
け
れ
ば
社
長
一
人
で
も
、
出
来
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
本
格
展
開
に

な
っ
て
く
る
と
日
本
で
社
長
の
意
を
汲
ん
で
動

け
る
番
頭
な
り
副
社
長
と
い
っ
た
人
材
が
必
要

に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
」。

　
も
ち
ろ
ん
社
長
が
日
本
を
留
守
に
す
る
間
、

日
本
を
し
っ
か
り
と
任
せ
ら
れ
る
人
材
が
い
な

く
て
は
、
ア
ジ
ア
進
出
も
ま
ま
な
ら
な
い
。
優

秀
な
人
材
確
保
は
、
多
く
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

が
直
面
す
る
課
題
だ
が
、
こ
う
い
う
経
営
の
基

本
を
ク
リ
ア
し
て
こ
そ
成
功
す
る
の
が
海
外
進

出
な
の
だ
ろ
う
。

17

1983年4月	 日本信託銀行㈱［現三菱UFJ信託銀行㈱］入社
1989年7月	 当社入社
1991年3月	 同マニラ駐在員事務所長
1998年4月	 同シンガポール駐在員事務所長
2001年4月	 同名古屋支店長
2005年4月	 同執行役員
2007年6月	 同取締役営業企画業務管掌兼海外業務副管掌
2008年6月	 同取締役コーポレートオフィスグループ管掌
2009年6月	 同取締役コーポレートオフィス/
	 グローバル投資グループ管掌
2009年7月	 日亜投資諮詢（上海）有限公司
	 ［JAPANASIAINVESTMENT（CHINA）CO.,LTD.］
	 董事長
2010年4月	 当社取締役グローバル投資本部長兼人事室管掌
2011年2月	 同取締役中国総支配人
2012年2月	 JAICシードキャピタル㈱代表取締役
2012年2月	 当社取締役投資統括部管掌
2012年6月	 同代表取締役投資統括部管掌
2013年4月	 同代表取締役投資グループ担当（現）

細窪 政（ほそくぼ・おさむ）

会社概要
社名

代表取締役
設立
所在地

中華圏所在拠点

資本金
事業内容

日本アジア投資株式会社
（略称）JAIC 
Japan Asia Investment Company, Limited
細窪 政
1981年7月10日
東京都千代田区神田錦町三丁目11番地
精興竹橋共同ビル

4,000百万円
・投資業務 
・コンサルティング業務 
・投資事業組合等の管理業務 
・金融業務

JAIC International（Hong Kong）Co., Ltd.（香港）
Japan Asia Investment Co., Ltd. Taipei branch（台北）
Japan Asia Investment（China）Co., Ltd.（上海）
JAIC Shenyang Venture Capital Management Ltd. （瀋陽）
JAIC Suzhou Venture Capital Management Ltd.（蘇州）
Japan-Asia（Tianjin） Venture Investment Management Co., Ltd.（天津） 
DBJ-JAIC Investment Consulting（Beijing） Co., Ltd.（北京）

成
長
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、

ア
ジ
ア
進
出
に
意
欲
の
あ
る

日
本
企
業
を
積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
！

成
長
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、

ア
ジ
ア
進
出
に
意
欲
の
あ
る

日
本
企
業
を
積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
！

※この記事はアジア経営者連合会会報誌「Emerging Company」2013 年 7 月 20 日号掲載記事を転載したものです。
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日
本
で
は
一
昨
年
の
今
頃
、
ギ
リ
シ
ャ
の
国

家
的
危
機
、
そ
こ
か
ら
発
生
す
る
欧
州
危
機

（
ユ
ー
ロ
圏
経
済
、
通
貨
ユ
ー
ロ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

共
同
体
の
先
行
き
な
ど
）
が
大
き
く
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昨
今
は
さ
ほ
ど
「
危
機
」

と
い
っ
た
認
識
で
は
な
い
よ
う
で
す
。
こ
れ
は

2
0
1
0
年
設
立
の
欧
州
安
定
化
基
金
（
Ｅ
Ｆ

Ｓ
Ｆ
）、
ま
た
そ
の
後
継
機
関
と
し
て
昨
年
よ
り

発
足
し
た
欧
州
安
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
Ｅ
Ｓ
Ｍ
）

な
ど
が
つ
っ
か
え
棒
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

て
い
る
こ
と
と
、2
0
1
1
年
11
月
に
ト
リ
シ
ェ

総
裁
の
後
任
と
し
て
就
任
し
た
Ｅ
Ｃ
Ｂ
（
欧
州
中

央
銀
行
）
総
裁
の
ド
ラ
ギ
氏
の
手
腕
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
ド
ラ
ギ

氏
の
L
T
R
O(Long Term

 Repurchase 
O

peration, 

合
計
約140

兆
円
規
模
の
金
融
機

関
へ
の
3
年
も
の
資
金
供
与)

が
大
き
く
効
い
て

お
り
ま
す
。

　

欧
州
経
済
に
は
復
調
の
兆
し
が
見
え
つ
つ
あ

り
、
危
機
は
遠
の
い
た
と
の
見
方
が
有
力
で
す

が
、
L
T
R
O
の
期
限
切
れ
2
0
1
5
年
16
年

辺
り
に
ま
た
大
き
な
山
が
来
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
様
な
認
識
を
持
っ
て
今
後
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
行
方
を
日
々
追
っ
て
理
解
す
る
事
も
重
要

と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
際
に
、
第
二
次
大
戦
後

の
大
き
な
国
際
金
融
の
流
れ
と
、
ソ
連
邦
崩
壊

後
の
世
界
経
済
金
融
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
流

れ
を
頭
の
片
隅
に
入
れ
て
お
く
こ
と
も
肝
要
で

は
な
い
か
と
思
い
「
欧
州
危
機
の
根
源
」
と
い
っ

た
タ
イ
ト
ル
で
、
第
二
次
大
戦
直
後
の
ブ
レ
ト

ン
・
ウ
ッ
ズ
体
制
の
成
立
か
ら
今
次
欧
州
危
機

に
至
る
ま
で
の
経
路
の
概
略
を
お
話
し
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

リッキービジネスソリューション株式会社

取締役　市島　慎二

欧州危機の根源ー①
シリーズ連載

第
二
次
大
戦
後
の
世
界
経
済
、通
貨
体
制

「欧州危機の根源」と題して４回のシリーズでかいつまんで第二次世
界大戦後からの世界金融の枠組み変化とそれに伴い発生した諸問題、
その延長として起こった欧州危機についてお話ししたいと思います。

　　

第
二
次
世
界
大
戦
が
終
息
し
た
の
は

1
9
4
5
年
8
月
15
日
で
す
が
、
早
々
に
イ
タ

リ
ア
が
終
り
、
ド
イ
ツ
、
そ
し
て
最
後
に
日
本

の
敗
戦
と
な
り
ま
し
た
。

 

そ
の
1
年
前
1
9
4
4
年
7
月
に
連
合
国
（
ア

メ
リ
カ
、イ
ギ
リ
ス
、フ
ラ
ン
ス
な
ど
）
が
、早
々

と
ア
メ
リ
カ
、
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州
の
ブ

レ
ト
ン
・
ウ
ッ
ズ
と
い
う
所
で
、
戦
後
の
世
界

経
済
や
通
貨
体
制
を
ど
う
作
り
上
げ
て
い
こ
う

ブ
レ
ト
ン
・
ウ
ッ
ズ
体
制
の
発
足
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シリーズ…欧州危機の根源①

か
と
相
談
す
る
た
め
集
ま
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
時
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
は
あ
の
高
名
な
経

済
学
者
ケ
イ
ン
ズ
卿
も
参
加
し
て
、
喧
々
諤
々

の
議
論
を
展
開
し
た
よ
う
で
す
。
ケ
イ
ン
ズ
は

世
界
通
貨
バ
ン
コ
ー
ル
の
創
出
を
主
張
。
こ
れ

に
対
し
ア
メ
リ
カ
は
ド
ル
を
世
界
決
済
通
貨
と

す
る
ド
ル
本
位
制
を
主
張
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
主
導
の
体
制

が
出
来
上
が
り
、
こ
れ
を
ブ
レ
ト
ン
・
ウ
ッ

ズ
体
制
と
い
う
わ
け
で
す
。
ポ
イ
ン
ト
は
Ｉ

Ｍ
Ｆ
（International M

onetary Fund

）

と
世
界
銀
行
（International Bank for 

Reconstruction and D
evelopm

ent) 

の

設
立
を
み
て
、
ド
ル
本
位
制
に
よ
る
世
界
通
貨

制
度
と
、
欧
州
復
興
を
目
指
す
世
銀
の
2
軸
を

確
立
し
ま
し
た
。
何
と
い
っ
て
も
手
早
い
で
す

ね
。
終
戦
の
1
年
以
上
前
か
ら
相
談
を
始
め
て

…
、
と
も
か
く
通
貨
体
制
と
し
て
は
ド
ル
本
位
、

固
定
相
場
制
を
採
用
し
た
わ
け
で
す
。

　

そ
の
体
制
下
で
決
ま
っ
た
日
本
円
と
ド
ル
の

交
換
レ
ー
ト
は
1
ド
ル
な
ん
と
3
6
0
円
だ
っ

た
の
で
す
。（
闇
レ
ー
ト
は
4
0
0
円
近
か
っ

た
と
い
い
ま
す
。）

　

こ
の
体
制
下
で
は
、
金
／
ド
ル
の
交
換
率
を

35
ド
ル
＝
金
1
オ
ン
ス
と
決
定
し
、
ド
ル
と
金

の
交
換
を
保
証
（
＝ 

金
兌
換
制
度
）
し
て
い

ま
す
。（
1
ト
ロ
イ 

オ
ン
ス 

=  

3
1.
1
グ
ラ

ム
）
現
在
の
金
価
格
は
、
1
オ
ン
ス
当
た
り

1
3
0
0
ド
ル
位
で
す
の
で
、
そ
の
差
に
は
驚

愕
す
べ
き
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
35
ド
ル
と
い
う
兌
換
レ
ー
ト
は

1
9
7
1
年
8
月
の
ニ
ク
ソ
ン
シ
ョ
ッ
ク
ま
で

維
持
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

　
そ
こ
で
話
は
一
気
に
1
9
7
1
年
に
飛
び
ま

す
が
、
そ
れ
ま
で
に
ア
メ
リ
カ
の
国
際
収
支
の

赤
字
が
累
々
と
続
き
、
ド
ル
危
機
・
ド
ル
信
任

問
題
が
長
ら
く
議
論
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

結
局
こ
の
1
オ
ン
ス
35
ド
ル
と
い
う
固
定

ニ
ク
ソ
ン
シ
ョ
ッ
ク

ブ
レ
ト
ン
・
ウ
ッ
ズ
体
制
が
協
議
さ
れ
た
マ
ウ
ン
ト
・
ワ
シ

ン
ト
ン
・
ホ
テ
ル
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ったということで、（ドルの過大評価、すなわち他通貨の価値が上がってきているのにも拘わらず、

固定相場制であるが故に調整されてなかった） 年 月 日のスミソニアン協定でブレトン・

ウッズ体制は終焉しました。

この時のドル円・レートは 円で、先程の闇で ドル 円から随分円も実勢で切り上がった

ものです。

総務省統計局「外国為替市場」より

その後、色々紆余曲折はあったものの、 年 月にはこのスミソニアン体制も終わって本格

的変動相場制に移行しました。その後、第一次オイルショック（ ）、第二次オイルショック（ ）

に見舞われ世界はインフレスパイラルの時代に突入しました。

コストプッシュなのか、デマンドプルなのか、などの議論があって、日本では狂乱物価とかいって

いましたが…。ちなみに今は、日銀の政策金利はほぼゼロでゼロ金利政策ですが、オイルショック

の頃の政策金利（公定歩合）は実に ％でした。

ここまでは戦後の通貨体制について話してきたのですが、忘れていけないのは、戦後は米ソ対

立、即ち東西対立問題がずっと背景にあり、スミソニアンだろうが何だろうが、今まで話していた事

は全て西側諸国の話だということです。

インフレも西側の根底を揺るがす問題として捉えられていたと思います。

資本主義が滅び、共産主義が世界を制覇するのかと言った地球規模の問題だったと理解して下

さい。その結末を皆さんは知っているのですが、その頃はまだ共産圏に負けてしまったら大変、何

とかしなければといった感じだったのです。

そこでアメリカ連銀のボルカー議長の登場になるわけです。
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総務省統計局「外国為替市場」より

レ
ー
ト
は
、
世
界
の
金
供
給
に
も
左
右
さ
れ
る

も
の
で
す
し
、
世
界
経
済
の
拡
大
に
伴
っ
て
、

必
要
と
さ
れ
る
国
際
通
貨
＝
ド
ル
の
量
も
増
え

る
わ
け
で
す
か
ら
、
即
ち
需
給
関
係
が
固
定
的

で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
固
定
す
る
の
は
不

合
理
と
言
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
ニ

ク
ソ
ン
に
よ
り
ド
ル
の
金
兌
換
制
度
は
廃
止
さ

れ
、
ま
た
ド
ル
の
他
通
貨
と
の
固
定
さ
れ
て
い

た
交
換
比
率
も
実
態
に
合
わ
な
く
な
っ
た
と
い

う
こ
と
で
、（
ド
ル
の
過
大
評
価
、
す
な
わ
ち

他
通
貨
の
価
値
が
上
が
っ
て
き
て
い
る
の
に
も

拘
わ
ら
ず
、
固
定
相
場
制
で
あ
る
が
故
に
調
整

さ
れ
て
な
か
っ
た
）
1
9
7
1
年
12
月
15
日
の

ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
協
定
で
ブ
レ
ト
ン
・
ウ
ッ
ズ
体

制
は
終
焉
し
ま
し
た
。

　
こ
の
時
の
ド
ル
円・レ
ー
ト
は
3
0
8
円
で
、

先
程
の
闇
で
1
ド
ル
4
0
0
円
か
ら
随
分
円

も
実
勢
で
切
り
上
が
っ
た
も
の
で
す
。

　
そ
の
後
、
色
々
紆
余
曲
折
は
あ
っ
た
も
の
の
、

1
9
7
3
年
3
月
に
は
こ
の
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン

体
制
も
終
わ
っ
て
本
格
的
変
動
相
場
制
に
移
行

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
（
1
9
7
3
）、
第
二
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

（
1
9
7
9
）
に
見
舞
わ
れ
世
界
は
イ
ン
フ
レ

ス
パ
イ
ラ
ル
の
時
代
に
突
入
し
ま
し
た
。

　
コ
ス
ト
プ
ッ
シ
ュ
な
の
か
、
デ
マ
ン
ド
プ
ル

な
の
か
、
な
ど
の
議
論
が
あ
っ
て
、
日
本
で
は

狂
乱
物
価
と
か
い
っ
て
い
ま
し
た
が
…
。
ち
な

み
に
今
は
、
日
銀
の
政
策
金
利
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ

で
ゼ
ロ
金
利
政
策
で
す
が
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
の
頃
の
政
策
金
利
（
公
定
歩
合
）
は
実
に

9.

0
％
で
し
た
。

　
ち
な
み
に
、
私
が
世
銀
（
ワ
シ
ン
ト
ン
）
で

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
ア
ナ
リ
ス
ト
を
し
て
い

た
と
き
は
第
二
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
頃
で
し

た
が
、
担
当
し
て
い
た
工
業
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
審
査
に
使
う
原
油
価
格
をreal term

で
、

即
ち
イ
ン
フ
レ
効
果
を
除
い
て
（
イ
ン
フ
レ

効
果
を
入
れ
た
価
格
はcurrent term

 

と
い

う
）
将
来
的
に
い
く
ら
に
す
る
か
と
い
う
エ
コ

ノ
ミ
ス
ト
達
の
見
解
が
ま
と
ま
り
、
10
年
後
に

は
1
0
0
ド
ル
と
か
で
は
じ
け
と
い
う
お
触

れ
で
、
え
ら
い
苦
労
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

更
に
イ
ン
フ
レ
効
果
を
入
れ
た
ら
と
ん
で
も
な

く
高
い
価
格
に
な
っ
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
経
済

性
は
全
く
成
り
立
た
な
い
結
果
が
続
出
し
、
苦

労
し
た
と
い
う
後
日
談
で
す
。

　

こ
こ
ま
で
は
戦
後
の
通
貨
体
制
に
つ
い
て

スミソニアン協定が結ばれたスミソニ
アン協会本部



話
し
て
き
た
の
で
す
が
、
忘
れ
て
い
け
な
い
の

は
、
戦
後
は
米
ソ
対
立
、
即
ち
東
西
対
立
問
題

が
ず
っ
と
背
景
に
あ
り
、
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
だ
ろ

う
が
何
だ
ろ
う
が
、
今
ま
で
話
し
て
い
た
事
は

全
て
西
側
諸
国
の
話
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
イ
ン
フ
レ
も
西
側
の
根
底
を
揺
る
が
す
問
題

と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

資
本
主
義
が
滅
び
、
共
産
主
義
が
世
界
を
制
覇

す
る
の
か
と
言
っ
た
地
球
規
模
の
問
題
だ
っ
た

と
理
解
し
て
下
さ
い
。
そ
の
結
末
を
皆
さ
ん
は

知
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
頃
は
ま
だ
共
産

圏
に
負
け
て
し
ま
っ
た
ら
大
変
、
何
と
か
し
な

け
れ
ば
と
い
っ
た
感
じ
だ
っ
た
の
で
す
。

　
そ
こ
で
ア
メ
リ
カ
連
銀
の
ボ
ル
カ
ー
議
長
の

登
場
に
な
る
わ
け
で
す
。

　
ボ
ル
カ
ー
議
長
は
、
従
来
の
金
利
操
作
重
視

の
金
融
政
策
で
は
な
く
、
シ
カ
ゴ
学
派
の
通
貨

供
給
量
の
直
接
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
イ
ン
フ

レ
退
治
に
着
手
し
ま
し
た
。（
こ
れ
を
ボ
ル
カ
ー

シ
ョ
ッ
ク
と
い
い
ま
す
。）

　

と
も
か
く
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
短
期
金
利
が

18
％
あ
た
り
と
い
っ
た
、
と
ん
で
も
な
い
レ
ベ

ル
に
な
っ
て
、
長
期
よ
り
短
期
が
高
い
と
い
う

「
逆
イ
ー
ル
ド
」
の
世
界
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
あ
た
り
は
、
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
は
役
立
た
ず
で

シ
カ
ゴ
学
派
、
マ
ネ
タ
リ
ス
ト
が
幅
を
き
か
す

と
い
っ
た
時
代
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
今
は
逆
に
、

デ
フ
レ
回
避
の
た
め
又
「
有
効
需
要
」
の
ケ
イ

ン
ジ
ア
ン
の
出
番
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
何
は
と
も
あ
れ
、
よ
う
や
く
イ
ン
フ
レ
退
治

が
一
段
落
し
た
こ
ろ
に
、
再
び
ド
ル
の
問
題
、

即
ち
連
綿
と
し
て
続
く
ア
メ
リ
カ
経
常
収
支
の

赤
字
で
、
そ
の
故
に
ド
ル
の
信
認
問
題
に
発
展

す
る
か
と
い
っ
た
状
況
で
、
一
気
に
ド
ル
を
他

通
貨
に
対
し
て
下
方
に
調
整
す
る
必
要
が
あ
る

と
ア
メ
リ
カ
は
判
断
、
プ
ラ
ザ
合
意
を
作
り
出

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
1
9
8
5
年
9
月
に

各
国
通
貨
の
対
ド
ル
レ
ー
ト
の
再
調
整
が
な
さ

れ
、
円
は
1
ド
ル
2
5
0
円
と
な
り
2
年
後

の
87
年
に
は
1
2
0
円
に
一
気
に
切
り
上
が
っ

た
わ
け
で
す
。

　
同
じ
87
年
9
月
に
は
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
デ
ー
と

い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
米
国
の
株
式

相
場
が
一
日
で
一
気
に
23
％
も
下
落
す
る
と
言

う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
出
来
事
で
し
た
。
こ
の
と

き
は
米
株
売
り
の
一
方
、
多
量
の
米
国
国
債
の

買
い
が
入
っ
て
、
て
ん
や
わ
ん
や
の
騒
ぎ
に
な

り
ま
し
た
。
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
デ
ー
は
ボ
ル
カ
ー

の
後
任
の
グ
リ
ー
ン
ス
パ
ン
米
国
連
銀
議
長
が

な
ん
と
か
凌
い
だ
と
い
う
事
に
な
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
西
側
経
済
も
サ
ー
カ
ス
の
よ
う

な
様
相
を
呈
し
て
い
た
も
の
の
、
東
側
諸
国
ソ

連
邦
を
は
じ
め
、
も
っ
と
酷
い
こ
と
に
な
っ
て

い
て
、
ソ
連
の
イ
ン
チ
キ
経
済
統
計
を
見
抜
く

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
が
出
て
き
た
り
し
、
ソ
連
の
破

綻
を
予
言
し
て
憚
ら
な
い
状
況
と
な
っ
て
き
ま

し
た
。 

こ
の
時
期
1
9
8
1
年
か
ら
89
年
ま

で
ア
メ
リ
カ
大
統
領
だ
っ
た
の
は
レ
ー
ガ
ン
さ

ん
で
す
。
レ
ー
ガ
ン
さ
ん
は
抜
群
の
人
気
を
背

景
に
「
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
作
戦
」
と
称
し
て
、

宇
宙
で
の
軍
事
的
優
位
を
目
指
す
事
を
含
め
た

対
ソ
強
行
路
線
を
挙
行
。
見
事
、
ソ
連
邦
を
崩

壊
に
至
ら
し
め
ま
し
た
。 

結
局
東
側
に
は
、
そ

の
よ
う
な
軍
備
競
争
を
支
え
る
だ
け
の
経
済
力

を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
事
で

し
ょ
う
。

　

ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
が
1
9
8
9
年
11
月
、

ソ
連
邦
崩
壊
が
1
9
9
1
年
で
す
。（

第
1
回
了
）

2021

シリーズ…欧州危機の根源①

Ｆ
Ｒ
Ｂ
ボ
ル
カ
ー
議
長
の
登
場

プ
ラ
ザ
合
意

◆市島慎二
（いちじま しんじ）
日本興業銀行常務、みずほ証券副社長、アジア開発銀行
財務局長、ロイヤルバンクオブスコットランド日本会長
など国内外の金融の要職を経て、現在はリッキービジネ
スソリューション株式会社の取締役を務める。

ド
イ
ツ
を
東
西
に
隔
て
た
ベ
ル

リ
ン
の
壁
は
1
9
8
9
年
11
月

に
崩
壊
し
た

プラザ合意が結ばれたプラザホテル



　
信
用
保
証
協
会
に
よ
る
信
用
保
証
付
き

融
資
が
実
行
さ
れ
た
後
に
、
融
資
先
が
反

社
会
的
勢
力
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た

事
案
に
お
い
て
、
神
戸
地
裁
姫
路
支
部
平

成
24
年
６
月
29
日
判
決
（
金
融
・
商
事
判

例
１
３
９
６
号
35
頁
）
は
、
信
用
保
証
協

会
の
金
融
機
関
に
対
す
る
信
用
保
証
契
約

の
錯
誤
無
効
の
主
張
を
認
め
ま
し
た
。
同

判
決
に
つ
い
て
は
、
保
証
協
会
斡
旋
保
証

に
つ
い
て
も
保
証
協
会
の
錯
誤
無
効
を
認

め
た
点
に
つ
い
て
否
定
的
な
見
解
も
存
在

し
、
控
訴
審
判
決
で
あ
る
本
判
決
の
判
断

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
金
融
機
関
で
あ
る
Ｘ
は
、
主
債
務
者
Ａ

に
対
し
、
信
用
保
証
協
会
に
よ
る
信
用
保

証
付
き
の
貸
付
を
２
本
実
行
し
ま
し
た
。

最
初
の
貸
付
は
、
協
会
斡
旋
保
証
（
融
資

先
が
信
用
保
証
協
会
に
保
証
委
託
を
申
込

み
、
信
用
保
証
協
会
が
審
査
を
経
て
金
融

機
関
に
融
資
を
斡
旋
す
る
方
式
）
に
よ
る

2223

融
資
先
が
反
社
会
的
勢
力
で
あ
っ
た
場
合
の

信
用
保
証
の
錯
誤
無
効

大
阪
高
裁 

平
成
25
年
３
月
22
日
判
決
（
金
融
・
商
事
判
例
１
４
１
５
号
16
頁
）

◆
最
新
判
例
紹
介

弁護士
中村 健三

は
じ
め
に

事
案
の
概
要

◆なかむら けんぞう
東京大学法学部卒業、大阪大学
法科大学院修了。
2009 年12 月
最高裁判所司法研修所修了（新
62 期）、大阪弁護士会登録、弁護
士法人中央総合法律事務所入所
2011 年 8 月
第一東京弁護士会登録
●取扱業務
金融法務、知的財産権法務、
労働法務、会社法務、商事法務、
民事法務等



も
の
で
し
た
（
本
件
信
用
保
証
１
）。

　

２
回
目
の
貸
付
は
、
金
融
機
関
経
由
保

証
（
融
資
先
が
金
融
機
関
に
融
資
を
申
込

み
、
金
融
機
関
が
そ
の
審
査
を
経
て
信
用

保
証
協
会
に
信
用
保
証
を
依
頼
す
る
方

式
）
に
よ
っ
て
な
さ
れ
ま
し
た
（
本
件
信

用
保
証
２
）。

　
い
ず
れ
の
審
査
に
お
い
て
も
Ａ
が
反
社

会
的
勢
力
で
あ
る
と
窺
え
る
事
情
は
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
各
信
用
保
証
付
き

融
資
は
実
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
Ａ
は

返
済
を
滞
納
し
、
Ａ
が
反
社
会
的
勢
力
で

あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。
Ｘ
が
、
信

用
保
証
協
会
に
対
し
て
保
証
債
務
の
履
行

を
請
求
す
る
訴
訟
を
提
起
し
た
と
こ
ろ
、

信
用
保
証
協
会
は
、
反
社
会
的
勢
力
で
な

い
と
信
じ
て
各
信
用
保
証
を
行
っ
た
と
し

て
錯
誤
無
効
を
主
張
し
ま
し
た
。
そ
し
て

第
一
審
に
お
い
て
神
戸
地
裁
姫
路
支
部

は
、
前
述
の
と
お
り
保
証
協
会
の
錯
誤
無

効
の
主
張
を
認
め
て
Ｘ
の
請
求
全
部
を
棄

却
し
、
Ｘ
が
控
訴
し
た
の
が
本
判
決
で
す
。

　
本
件
で
は
、
錯
誤
無
効
の
主
張
の
可
否

の
判
断
に
お
い
て
、
①
信
用
保
証
協
会
に

お
け
る
要
素
の
錯
誤
の
有
無
、
②
信
用
保

証
協
会
の
重
過
失
の
有
無
、
③
信
用
保
証

協
会
が
錯
誤
無
効
を
主
張
す
る
こ
と
に
つ

い
て
の
信
義
則
違
反
の
有
無
、
の
３
点
が

主
た
る
争
点
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
判
決
で
は
、
第
一
審
同
様
、
信
用
保

証
に
お
い
て
Ａ
が
反
社
会
的
勢
力
で
は
な

い
こ
と
は
当
然
の
前
提
で
あ
っ
た
と
し

て
、
信
用
保
証
協
会
に
お
い
て
Ａ
が
反
社

会
的
勢
力
で
あ
る
と
知
ら
な
か
っ
た
こ
と

は
要
素
の
錯
誤
で
あ
る
と
認
め
ま
し
た
。

　
根
拠
と
し
て
は
、
信
用
保
証
協
会
及
び

Ｘ
双
方
に
お
い
て
、
社
会
的
要
請
や
金
融

庁
等
の
監
督
指
針
を
踏
ま
え
て
反
社
と
の

取
引
を
防
止
、
拒
絶
す
る
取
組
み
を
行
っ

て
い
る
こ
と
に
基
づ
き
、
Ａ
が
反
社
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
て
い
れ
ば
融
資
や
信
用

保
証
の
申
込
み
に
応
じ
な
い
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　
金
融
機
関
取
引
に
お
け
る
反
社
と
の
関

係
遮
断
と
い
う
現
代
社
会
の
強
い
要
請
に

加
え
、
信
用
保
証
協
会
が
公
的
な
性
質
を

有
し
て
い
る
と
い
う
点
を
考
慮
す
れ
ば
、

か
か
る
判
断
は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
本
件
で
は
、
信
用
保
証
協
会
は
、
審
査

に
あ
た
り
内
部
で
構
築
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
と
の
照
合
、
Ａ
の
事
務
所
訪
問
及
び
面

談
を
行
っ
た
上
で
、
Ａ
が
反
社
会
的
勢
力

で
あ
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
事
情
が
認
め
ら

れ
な
い
こ
と
か
ら
、
保
証
協
会
に
Ａ
が
反

社
会
的
勢
力
で
な
い
と
信
じ
た
こ
と
に
つ

い
て
重
過
失
は
認
め
ら
な
い
と
判
断
し
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
本
件
で
は
、
大
阪
高
裁
は
、
Ａ

の
所
属
暴
力
団
の
事
務
所
が
本
件
の
信
用

保
証
協
会
の
管
轄
か
ら
遠
く
離
れ
た
熊
本

に
所
在
し
て
い
た
と
い
う
地
理
的
要
因
の

た
め
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
登
載
さ
れ
な

か
っ
た
こ
と
、
Ａ
が
熊
本
で
活
動
し
て
い

た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
事
情
も
当
時
存
在
し

な
か
っ
た
こ
と
を
考
慮
し
て
お
り
、
単
に

内
部
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
照
合
等
を
行
う
だ
け

で
重
過
失
を
免
れ
る
も
の
で
は
な
い
点
に

注
意
が
必
要
で
す
。

（
１
）本
件
信
用
保
証
１（
協
会
斡
旋
保
証
）

　
協
会
斡
旋
保
証
で
あ
る
本
件
信
用
保
証

23

争
点

①
要
素
の
錯
誤

②
重
過
失
の
有
無

③
信
義
則
違
反
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１
に
つ
い
て
、
裁
判
所
は
、
融
資
実
行
に

問
題
が
な
い
と
判
断
し
て
Ｘ
に
Ａ
を
斡
旋

し
た
保
証
協
会
が
、
同
じ
く
融
資
に
問
題

な
い
と
判
断
し
て
実
行
し
た
Ｘ
に
対
し
て

錯
誤
無
効
を
主
張
し
て
保
証
債
務
の
全
額

を
免
れ
る
こ
と
は
「
著
し
く
衡
平
に
反
す

る
」
も
の
と
判
示
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
保
証
協
会
及
び
Ｘ
双
方
の

Ａ
に
対
す
る
調
査
に
お
い
て
、
保
証
協
会

が
事
務
所
訪
問
ま
で
行
っ
て
調
査
を
し
な

が
ら
、
Ｘ
は
事
務
所
訪
問
ま
で
は
行
っ
て

い
な
い
こ
と
を
考
慮
し
、
請
求
額
の
２
分

の
１
の
限
り
で
履
行
拒
絶
が
認
め
ら
れ
な

い
と
い
う
結
論
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

第
一
審
判
決
で
は
、
協
会
斡
旋
保
証
の

場
合
で
も
、
Ｘ
が
金
融
機
関
と
し
て
自
ら

審
査
し
て
独
自
の
経
営
判
断
に
お
い
て
融

資
を
実
行
し
た
点
を
重
視
し
て
、
錯
誤
無

効
の
主
張
が
信
義
則
に
反
し
な
い
と
判
断

し
て
い
ま
す
が
、
本
判
決
は
こ
れ
と
異
な

る
見
解
を
採
っ
て
い
ま
す
。

（
２
）
本
件
信
用
保
証
２
（
金
融
機
関
経
由

保
証
）

　

一
方
、
本
件
判
決
は
、
金
融
機
関
経
由

保
証
で
あ
る
本
件
信
用
保
証
２
に
つ
き
、

Ｘ
が
自
ら
の
判
断
で
行
っ
た
融
資
審
査
の

結
果
、
融
資
相
当
と
判
断
し
て
信
用
保
証

を
依
頼
し
て
い
る
こ
と
を
根
拠
に
、
第
一

審
と
同
様
、
保
証
協
会
に
よ
る
錯
誤
無
効

の
主
張
は
信
義
則
違
反
と
な
ら
な
い
と
判

示
し
て
い
ま
す
。

　

本
件
は
、
信
用
保
証
協
会
の
信
用
保
証

付
き
融
資
の
実
行
後
に
反
社
会
的
勢
力
で

あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
ケ
ー
ス
で
あ
り
、

結
果
と
し
て
反
社
会
的
勢
力
に
利
益
が
移

転
し
た
後
に
、
貸
主
で
あ
る
金
融
機
関
と

信
用
保
証
協
会
の
い
ず
れ
が
経
済
的
負
担

を
行
う
べ
き
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
と
言

え
ま
す
。

　

そ
し
て
、
本
判
決
で
は
、
反
社
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
な
か
っ
た
点
に
つ
い
て
双

方
に
過
失
ま
で
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
を

前
提
と
し
て
、
信
義
則
の
枠
組
み
の
中
で

協
会
斡
旋
保
証
・
金
融
機
関
経
由
保
証
と

い
っ
た
保
証
方
式
や
審
査
・
調
査
の
程
度

と
い
っ
た
、
融
資
実
行
に
至
る
経
緯
に
お

け
る
事
情
を
重
視
し
て
い
る
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

逆
に
、
Ｘ
か
ら
主
張
さ
れ
た
、
信
用
保

証
協
会
に
よ
る
保
証
料
の
受
領
、
公
的
資

金
の
投
入
、
低
金
利
貸
出
と
い
っ
た
信
用

保
証
制
度
自
体
の
特
質
に
関
わ
る
点
は
考

慮
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
本
件
の
よ
う
な
場
面
で
の
リ
ス

ク
を
減
ら
す
た
め
に
は
、
信
用
保
証
協
会

及
び
金
融
機
関
双
方
に
お
い
て
、
協
会
斡

旋
保
証
・
金
融
機
関
経
由
保
証
い
ず
れ
に

お
い
て
も
、
他
方
の
審
査
に
依
存
す
る
こ

と
な
く
、
可
能
な
限
り
独
自
の
反
社
に
関

す
る
審
査
・
調
査
を
尽
く
す
こ
と
が
肝
要

で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

検
討
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●今号は、『地方銀行フードセレクション 2013』という地方金融機関による地
域を跨いだビジネスマッチングイベントを通じ、銀行、バイヤー、出展者、それ
ぞれの特産品、各地の特徴ある食材に対する取り組みや想いを記事にさせて頂き
ました。地方銀行によるこのような取り組みは、地元企業の発展への大きなサポー
トになるとの思いを強くしております。

●早いもので 2013年もあとわずか。今年は金融機関にとっても変化の大きい年
でした。政治面ではねじれ国会解消による安定政権の成立、安倍総理によるアベ
ノミクス政策、日銀による異次元金融緩和。そのような政策に伴い経済面でも円
安、株高、不動産価格の上昇という久々に明るい話が巷を賑わせています。一方で、
金融円滑化法の出口対応、0.5%台まで登場した超低金利住宅ローン競争と金融
機関をめぐる環境は決して楽になってはおりません。
●銀行を舞台にしたドラマ「半沢直樹」のメガヒットにより、一般のサラリーマ
ンや主婦までもが「金融庁検査」や「不良債権」という専門用語を語り、銀行員
に対する関心が極めて高くなっています。
このような時代に、「金融機関 .YOM」は金融機関で働く方の為に少しでもお役
に立ちたいと思っております。
今後ともご愛読よろしくお願い致します。（編集長）

金融機関 .YOM( ドットヨム )：第１2 号

◆発行日：平成 25 年 12 月 18 日
◆発行人：澁谷　耕一
◆編集長：梅田　知里
◆デザイン・印刷・製本：株式会社情報工場
◆写真提供：中国銀行、岡山県
◆発行所：リッキービジネスソリューション株式会社 
http://www.rickie-bs.com/
〒 100-0005 東京都千代田区丸の内 2-2-1 岸本ビル 10 階
TEL　03-3282-7711
ウェブページ :　http://www.rickie-bs.com/
銀行員 .YOM のサイト版  
銀行員のための総合サイト「銀行員 .com」: http://www.ginkouin.com/

編 集 長 か ら

金融機関との取引を
円滑に進める方法
経営者と金融機関とのペーパーコミュニケーション

発行＝一般社団法人金融財政事情研究会
販売＝株式会社きんざい

◆融資取引を求める企業の経営者、財務・経理担当者はもちろん、新規融資や
　経営改善指導に取り組む金融機関の法人担当者にも有効な、時代にマッチし
　た1冊。　　　
◆融資取引にまつわる企業や経営者の悩みや疑問を徹底的に解明することで、
　認定支援機関に登録された公認会計士・税理士にも有効な実践書。就職志望
　の学生にも最適。

　■本書の内容
　第１章　なぜ金融機関から借入れができなかったのか？　
　　　　　金融機関取引Ｑ＆Ａ
　第２章　金融機関の職員と上手に付き合うには？
　第３章　融資の手順を理解する　格付ですべてが決まる
　第４章　事業計画書を活用しよう！
　第５章　事業計画書を策定しよう！
　第６章　これからの金融機関取引

リッキービジネスソリューション株式会社
代表取締役　澁谷耕一【監修】

シニアコンサルタント　
中小企業診断士　吉田浩二【著】
Ａ 5判・224 頁・定価（本体 2,200 円＋税）

＜送料別・実費＞

金融機関はどんな「事業計画書」を求めているのか？
～企業が融資を勝ち取る秘策を伝授～

著 書 出 版 の お 知 ら せ



　
売
上
の
デ
ー
タ
を
確
認
す
る
と
、
商
品

の
受
注
に
は
１
年
で
サ
イ
ク
ル
が
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。
お
中
元
・
お
歳
暮
の
時
期

に
売
れ
る
商
品
、
お
歳
暮
の
み
出
る
商
品
、

年
間
を
と
し
て
注
文
を
受
け
る
商
品
で
あ

る
。
お
中
元
・
お
歳
暮
の
年
２
回
に
売
れ

行
き
が
あ
る
商
品
は
、
例
え
ば
先
ほ
ど
３

位
の
８
番
の
宅
配
餃
子
や
特
級
麺
天
師
の

手
作
り
点
心
セ
ッ
ト
（
５
位
）
で
あ
る
。

６
月
、
７
月
、
１
２
月
の
３
か
月
が
年
間

の
売
上
の
ほ
と
ん
ど
に
な
っ
て
い
る
。
逆

に
年
間
を
通
し
て
比
較
的
に
出
て
い
る
商

品
は
、
鮭
と
い
く
ら
の
醤
油

漬
（
６
位
）、
旬
の
素
材
を

使
用
し
た
手
作
り
ジ
ェ
ラ
ー

ト
セ
ッ
ト
（
10
位
）
で
あ
る
。

普
段
の
食
卓
に
並
ん
で
い
る

こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
こ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
を
見
て

い
る
と
、上
位
の
商
品
に
は
、

３
つ
の
特
徴
が
み
ら
れ
る
。

①
長
期
保
存
が
可
能

　
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
る
商

品
は
１
か
月
以
上
保
存
可
能

な
も
の
が
多
い
。

②
お
買
得
と
思
わ
せ
る
商
品

　
お
店
に
行
っ
て
食
べ
る
よ
り
安
い
、
高

級
食
材
の
割
に
お
手
軽
に
食
べ
ら
れ
る
商

品
が
う
け
て
い
る
。

③
味
付
け
不
要

　

付
属
の
た
れ
が
つ
い
て
い
る
も
の
や
、

加
熱
調
理
だ
け
で
食
卓
に
並
べ
ら
れ
る
商

品
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

　
本
カ
タ
ロ
グ
は
半
数
近
く
が
自
家
用
に

注
文
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
上
記
の
特
徴

に
は
、
自
宅
用
の
惣
菜
と
し
て
見
た
際
の

選
択
基
準
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
え
る
だ

ろ
う
。

　

注
目
し
た
い
の
は
、
３
つ
目
の
特
徴
。

味
付
け
不
要
が
多
い
こ
と
だ
。
１
９
８
０

年
代
以
降
に
冷
凍
食
品
市
場
は
拡
大
し

た
。
こ
の
影
響
を
受
け
て
か
、
加
熱
す
る

だ
け
な
ど
手
軽
に
調
理
で
き
る
食
品
の
開

発
が
進
ん
で
き
て
い
る
。

　
ト
レ
ン
ダ
ー
ズ
株
式
会
社
が
20
歳
～
39

歳
の
既
婚
女
性
に
行
っ
た
調
査
で
は
、
主

婦
は
平
均
で
１
日
「
１
時
間
22
分
」
を
料

理
に
費
や
し
て
い
る
と
い
う
。
料
理
の
時

間
を
こ
れ
以
上
増
や
さ
ず
、
あ
と
１
品
な

に
か
作
り
た
い
と
い
う
主
婦
に
と
っ
て
、

加
熱
す
る
だ
け
の
惣
菜
は
お
助
け
に
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
と
近
年
の
産
地
直
送
ブ
ー

ム
が
融
合
し
た
も
の
が
、
地
方
か
ら
の
贈

り
物
の
利
用
者
層
に
な
っ
て
い
る
と
い
え

る
か
も
し
れ
な
い
。

「地方からの贈り物」は、地方銀行から推薦された商品を通販カタログにしたもの。
２０１３年に人気だった商品を振り返る。

通販カタログではこんな食材が売れる！
～「地方からの贈り物」売上実績でみる～

1位 あなご丼の素

2位 飛騨牛グルメセット

3位 ８番の宅配餃子

4位 芳醇天然かけ醤油６本セット

5位 特級麺点師の手作り点心セット

6位 鮭といくらの醤油漬（鮭ルイベ漬）

7位 やまや無着色辛子明太子３００ｇ

8位 半生みそ煮込うどん（８食）

9位 旬の素材を使用した手作りジェラートセット

10位 松阪牛大とろフレーク

11位 ３本入り栗蒸し羊羹

12位 鳥骨鶏かすてら＆バウムクーヘンセット

13位 手づくりハム工房バルツバイン武州豚ハム・ソーセージ

14位 プレミアムアップルジュース

15位 生、箱入、時間待ちの繁盛店セット１２食入

16位 津軽完熟林檎ジュース

17位 名古屋名物さんわの手羽唐３０本

18位 はらだのくーへん

19位 シャーベリアス夕張メロンゼリーフルラ　Ｆ－１５

20位 静岡Ｂ級グルメ　「浜松餃子」

21位 喜多方ラーメンとつけ麺セット

22位 ラスク・ド・パリ　プレーン　４２袋入

23位 味噌煮込みうどん　６食入り

24位 びわ湖産　炊きたて小鮎

25位 ＥＭりんごジュース

26位 喜多方ラーメン詰め合わせ

27位 飛騨牛ビーフカレーセット

28位 北の日本海一夜干し詰め合わせ

29位 宇都宮餃子会加盟とんきっき肉餃子３２個入２箱セット

30位 ＜Ｅｉｉｃｈｉ＞Ｓｗｅｅｔ　＆　Ｌｉｔｅセット

売上数トップ30

自
宅
用
の
惣
菜
と
し
て
の

選
択
基
準
を
知
る
手
が
か
り
に

「地方からの贈り物」人気商品ランキング
( 期間：2012 年 11 月～ 2013 年 10 月 ) 



No.1

No.2

No.3

No.4
No.5

1 位
あなご丼の素  　　
　　　3,800 円

2 位 飛騨牛グルメセット　3,980 円

３位 ８番の宅配餃子　2,000 円

４位  芳醇天然かけ醤油６本セット
　2,980 円

５位  特級麺天師の手作り点心セット
　3,150 円

『地方からの贈り物』http://chihou-gift.com
【お問合せ先】リッキービジネスソリューション株式会社「通販カタログギフトチーム」担当：高野
〒 100-0005 東京都千代田区丸の内 2-2-1 岸本ビル 10F　TEL：03-3238-7712FAX：03-3238-7714

この商品は日経新聞、NIKKEI プラス１の「何でもランキングにて第
３位に入賞。掲載直後から注文が殺到した。ふっくらと焼き上げら
れた日本海産の穴子を使用。
※ 11 月 30 日をもって販売終了

子どもにも人気のハンバーグなどの定番メニュー。調理も簡単！
ギフトにも自宅用にも喜ばれる一品。

餃子を作り続けて 37 年、長年愛されている北陸定番の味、
「８番らーめん」のお店で人気の『餃子』を自宅にお届け。

人気の定番商品。搾りたての生醤油
に鰹と昆布のだしを加え、塩分を控
えたマイルドなかけ専用醤油。 2012 年度売り上げランキング１位の商品。こだわ

りの品ばかりを詰め合わせた、リピーター続出の
大変お買い得なセット。

2013年
売上BEST

5

『
地
方か
らの贈り物

』

●プロジェクト参加銀行




